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序
文

 本
書
は
、
林
泉
寺
住
宅
団
地
造
成
事
業
に
伴
う
緊
急
発
掘
調
査
と
し
て
、
米
沢
市
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
古
志
田
東
遺
跡
の
調
査
概
報
で
す
。
遺
跡

 は
(財
)米
沢
市
開
発
公
社
が
計
画
し
て
い
る
「
第
五
期
」
の
住
宅
造
成
区
域
の
試
掘
調
査
中
で
新
規
に
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
り
、
米
沢
市
開
発
公
社

 側
と
委
託
契
約
を
締
結
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
調
査
で
は
、
旧
河
川
が
な
だ
ら
か
に
蛇
行
す
る
場
所
に
大
型
の
建
物
を
中
心
に
七
棟
の
建
物
跡
で
構
成

 さ
れ
た
平
安
時
代
の
屋
敷
跡
と
判
明
し
て
い
ま
す
。

 そ
の
河
川
跡
に
は
、
木
橋
や
二
つ
の
船
着
場
が
設
置
し
て
あ
り
、
内
部
か
ら
膨
大
な
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
。
文
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
約
六
〇
点
の

 木
簡
を
は
じ
め
、
鐙
・
弓
・
木
椀
・
修
羅
・
鍬
・
物
差
し
な
ど
、
他
に
類
を
み
な
い
貴
重
な
木
製
品
の
数
々
で
す
。

 ま
た
、
「
山
田
」
等
の
地
名
や
「
呪
術
絵
」
が
書
か
れ
た
墨
書
土
器
、
約
四
〇
〇
点
と
二
千
点
に
及
ぶ
多
量
の
土
器
群
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
木
簡
の
解

 読
に
よ
れ
ば
、
農
作
業
や
船
の
運
搬
の
動
員
を
記
し
た
も
の
や
租
税
の
徴
収
を
示
す
木
簡
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

 遺
跡
の
性
格
と
し
て
は
、
木
簡
な
ど
か
ら
多
く
の
労
働
力
を
集
約
し
、
大
規
模
な
農
業
経
営
や
船
に
よ
る
交
易
、
文
書
業
務
な
ど
を
恒
久
的
に
実
施
し

 て
い
た
古
代
置
賜
郡
の
有
力
豪
族
の
屋
敷
跡
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 本
市
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
古
志
田
東
遺
跡
が
古
代
東
北
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
遺
跡
と
判
断
し
、
文
化
庁
と
県
教
育
委
員
会

 の
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
保
存
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
開
発
側
と
十
分
な
協
議
を
行
い
な
が
ら
史
跡
の
保
存
活
用
に
向
け
、
さ
ら
な

 る
努
力
を
い
た
す
所
存
で
す
。

 今
後
と
も
ご
支
援
や
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
書
が
文
化
財
保
護
の
啓
発
や
学
術
研
究
・
教
育
活
動
の
一
助
と

 な
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

 最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
発
掘
調
査
か
ら
追
加
調
査
に
至
る
ま
で
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
米
沢
市
開
発
公
社
、
木
簡
の
解
読
と
貴
重
な

 玉
稿
を
賜
り
ま
し
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
先
生
は
じ
め
、
直
接
ご
指
導
を
賜
っ
た
岡
村
道
雄
・
坂
井
秀
弥
・
仲
野
浩
.宮
本
長
二
郎
.

 田
中
哲
雄
の
各
先
生
方
、
文
化
庁
な
ら
び
に
山
形
県
教
育
庁
文
化
財
課
に
対
し
て
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

 平
成
一
二
年
三
月
二
〇
日

米
沢
市
教
育
委
員
会

教
育
長
佐
藤
政
一





 例
言

 
 

一
、
本
書
は
林
泉
寺
住
宅
団
地
(第
五
期
)造
成
事
業
に
伴
う
緊
急
発
掘
調
査
と
し
て
実
施
し
た
調
査
概
報
で
あ
り
、
現
在
、
遺
物
整
理
の
途
中
で
あ
る

  こ
と
か
ら
主
要
な
遺
物
を
中
心
に
掲
載
し
た
。
よ
っ
て
、
土
器
や
木
器
の
数
量
は
概
数
で
示
し
て
お
り
、
最
終
的
に
は
若
干
の
変
更
が
予
想
さ
れ
る
。

  本
報
告
書
に
つ
い
て
は
平
成
一
二
年
度
の
刊
行
予
定
で
あ
る
。

 
 

二
、
調
査
は
米
沢
市
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
、
(財
)米
沢
市
開
発
公
社
と
の
委
託
事
業
と
し
て
進
め
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
一
年
四
月
二
一
日

  か
ら
同
年
八
月
一
二
日
ま
で
の
調
査
と
国
庫
補
助
に
よ
る
確
認
調
査
及
び
追
加
調
査
と
し
て
八
月
一
七
日
～
八
月
二
〇
日
、
九
月
六
日
～
一
〇
月
二
九

  日
の
二
回
に
わ
け
て
実
施
し
た
。

 
 

三
、
調
査
体
制
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

 
 

 
・
調
査
主
体
米
沢
市
教
育
委
員
会

 
 

 
・
調
査
総
括
小
杉
基

 
 

 
・
調
査
担
当
手
塚
孝

 
 

 
・
調
査
主
任
月
山
隆
弘
・
菊
地
政
信

 
 

 
・
調
査
補
助
員
黒
沢
冨
雄
・
中
村
潤
・
長
澤
由
紀

 
 

 
・
調
査
作
業
員
穴
沢
茂
男
・
阿
部
祐
一
・
荒
井
安
三
・
五
十
嵐
三
郎
・
石
墨
政
明
・
井
上
吉
栄
・
井
上
俊
明

  
 

江
口
よ
し
子
・
大
渕
美
広
・
佐
藤
一
夫
・
佐
藤
秀
子
・
武
田
三
郎
・
田
村
和
男
・
中
村
正
弘

  
 

丸
山
淳
子
・
遠
藤
富
男
・
近
野
慶
子
・
佐
藤
四
郎
・
高
橋
信
子
・
武
田
房
次
郎
・
清
水
弘
文

  
 

鈴
木
信
雄
・
高
橋
洋
三
・
西
野
勇
二
・
佐
藤
義
一
・
小
島
鍛
・
今
野
周
蔵

 
 

 
・
事
務
局
小
林
伸
一
・
岡
本
善
彦
・
渡
辺
紘
子

 
 

 
・
調
査
指
導
平
川
南
・
岡
村
道
雄
・
坂
井
秀
弥
・
仲
野
浩
・
宮
本
長
二
郎
・
田
中
哲
雄
・
佐
藤
庄
一
・
児
玉
隼
(順
不
同
・
敬
称
略
)

  
 

文
化
庁
・
山
形
県
教
育
庁
文
化
財
課
・
(財
)山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
県
立
東
北
芸
術
工
科
大
学

 
 

 
・
調
査
協
力
(財
)米
沢
市
開
発
公
社
・
(株
)中
村
工
務
所

 
 

四
、
木
簡
の
解
読
に
関
し
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
教
授
に
よ
る
も
の
で
、
多
大
な
協
力
と
全
面
的
な
指
導
を
賜
っ
た
。
心
か
ら
感
謝

 
   

申
し
上
げ
た
い
。

 
 

 
 

 
五
、
本
書
の
作
成
は
手
塚
が
担
当
し
、
近
野
が
協
力
し
た
。
木
簡
に
関
し
て
は
、
現
地
報
告
で
の
平
川
教
授
の
玉
稿
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。
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古
志
田
東
遺
跡





第
一
節

 遺
跡
の
環
境

 一
遺
跡
の
位
置

 米
沢
市
は
、
山
形
県
の
最
南
端
部
に
位
置
し
、
南
北
が
二
八
・
ニ

 キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
三
二
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積
五
四
八
・

 七
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
な
す
。
東
部
は
奥
羽
山
脈
、
南
部
は
吾
妻
山

 地
、
西
部
は
笹
野
山
地
・
玉
庭
丘
陵
と
三
方
が
山
地
・
丘
陵
で
占
め

 る
。
市
街
地
と
な
る
中
央
か
ら
北
部
は
、
米
沢
盆
地
の
南
端
に
あ
た

 る
平
坦
地
で
、
吾
妻
山
地
を
源
流
と
す
る
最
上
川
(松
川
)や
そ
の

 支
流
と
な
る
羽
黒
川
・
梓
川
(天
王
川
）
・
鬼
面
川
等
に
よ
っ
て
形

 成
さ
れ
た
扇
状
地
が
広
が
っ
て
い
る
。

 古
志
田
東
遺
跡
は
、
松
川
扇
状
地
の
扇
央
部
か
ら
末
端
部
に
あ
た

 り
、
市
街
地
か
ら
は
南
西
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
ん
だ
平
坦
な

 水
田
地
帯
の
標
高
二
五
七
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
て
い
る
。

 遺
跡
の
周
辺
を
展
望
す
る
と
、
ま
ず
、
遺
跡
の
正
面
に
霊
峰
「
吾

 妻
山
地
」
の
雄
大
な
視
界
が

 広
が
っ
て
い
る
。
西
側
は
標

 高
五
〇
〇
～
六
五
〇
メ
ー
ト

 ル
の
険
し
い
笹
野
丘
陵
が
屏

 風
の
よ
う
に
迫
り
、
東
側
に

 掘
立
川
が
隣
接
す
る
と
い
っ

 た
自
然
豊
か
な
環
境
に
あ
る

 と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の



 地
域
も
近
年
の
宅
地
開
発
等
に
よ
っ
て
都
市
化
が
進
み
、
急
速
に
変

 貌
し
つ
つ
あ
る
。

 さ
て
、
こ
の
地
域
で
の
遺
跡
の
存
在
は
、
水
田
地
帯
で
あ
る
た
め

 に
詳
細
な
分
布
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
空
白
地
帯
と
な
っ
て

 い
た
。
一
方
、
斜
平
丘
陵
の
西
側
山
麓
一
帯
に
は
、
縄
文
遺
跡
や
中

 世
期
の
城
館
跡
が
数
多
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
平
野
部

 に
お
け
る
確
認
調
査
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 特
に
、
農
耕
基
盤
を
確
立
す
る
弥
生
時
代
や
古
墳
時
代
の
集
落
の

 存
在
は
不
明
な
点
が
多
い
。
ま
た
、
律
令
時
代
の
古
代
の
遺
跡
も
同

 様
で
、
米
沢
北
部
の
中
田
地
区
や
窪
田
地
区
、
東
部
の
万
世
・
上
郷

 地
区
に
集
中
し
、
市
街
地
以
南
の
地
域
な
る
と
皆
無
で
あ
っ
た
。
平

 成
一
〇
年
に
米
沢
城
東
二
の
丸
跡
で
奈
良
時
代
の
遺
物
が
確
認
さ

 れ
、
市
街
地
ま
で
生
活
基
盤
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
成
果
で

 あ
っ
た
。
現
在
の
本
市
に
お
け
る
南
端
の
存
在
で
あ
る
。

 そ
し
て
、
今
回
、
極
め
て
重
要
な
古
志
田
東
遺
跡
の
存
在
を
確
認

 し
た
こ
と
は
、
古
代
に
お
け
る
米
沢
一
帯
の
経
済
勢
力
の
活
動
範
囲

 を
改
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

 ち
な
み
に
、
米
沢
市
に
分
布
す
る
主
要
遺
跡
と
し
て
は
、
第
1図

 に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

 二
遺
跡
の
地
形

 遺
跡
の
基
盤
を
な
す
土
層
は
、
シ
ル
ト
層
及
び
粘
土
層
を
基
本
と

 し
て
い
る
。
地
層
は
遺
跡
の
上
流
に
行
く
に
従
っ
て
、
粘
土
層
か
ら

 シ
ル
ト
層
、
砂
利
層
へ
と
変
化
す
る
。
こ
れ
ら
の
沖
積
層
は
松
川
に

 よ
る
扇
状
地
形
成
の
段
階
で
緩
や
か
に
堆
積
し
た
も
の
で
あ
り
、
堆

 積
物
の
様
子
か
ら
松
川
扇
状
地
の
末
端
部
に
近
い
こ
と
が
判
る
。

 さ
ら
に
、
扇
状
地
以
前
の
地
層
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る

 資
料
が
遺
跡
の
南
東
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
掘
立
川
の
地
点
よ
り
確
認

 さ
れ
て
い
る
。
氾
濫
防
止
対
策
と
し
て
平
成
六
年
に
実
施
し
た
掘
立

 川
遊
水
池
造
成
工
事
の
際
に
掘
ら
れ
た
深
さ
五
～
六
メ
ー
ト
ル
の
地

 層
面
で
観
察
さ
れ
た
も
の
で
、
周
氷
河
現
象
(凍
結
融
解
に
よ
る
波

 状
痕
跡
)を
示
す
地
層
と
有
機
物
を
多
量
に
包
含
す
る
泥
炭
層
が
広

 範
囲
に
わ
た
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

 最
下
層
の
泥
炭
層
か
ら
は
寒
冷
気
候
を
示
す
カ
ラ
マ
ツ
属
・
ツ
ガ

 属
・
ト
ウ
ヒ
属
の
毬
果
と
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
の
種
子
が
検
出
さ
れ

 て
い
る
。
こ
れ
ら
の
植
物
化
石
は
、
今
か
ら
約
一
〇
万
年
前
後
の
ウ

 ル
ム
氷
期
の
第
Ⅳ
亜
氷
期
前
後
に
形
成
さ
れ
た
地
層
と
考
え
ら
れ
て

 い
る
。
こ
の
よ
う
な
寒
冷
気
候
を
示
す
植
物
化
石
は
、
梓
川
流
域
の

 木
和
田
地
区
一
帯
、
羽
黒
川
の
万
世
町
片
子
か
ら
川
井
地
区
に
か
け

 た
一
帯
、
松
川
と
梓
川
が
合
流
す
る
一
帯
か
ら
高
畠
町
に
か
け
た
周

 辺
一
帯
、
南
陽
市
吉
野
川
下
流
一
帯
、
川
西
町
犬
川
下
流
一
帯
等
に

 針
葉
樹
の
毬
果
や
樹
木
根
等
が
所
謂
「
米
沢
盆
地
」
の
沖
積
層
下
部

 に
広
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 さ
て
、
遺
跡
周
辺
の
地
形
を
み
る
と
、
東
方
向
は
比
較
的
平
坦
な

 水
田
地
帯
が
掘
立
川
に
接
す
る
よ
う
に
広
が
っ
て
お
り
、
南
方
向
は

 緩
や
か
な
傾
斜
を
保
ち
な
が
ら
上
流
へ
と
向
う
。
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 北
方
向
も
平
坦
面
が
自
然
に
下
流
に
延
び
て
い
る
。
西
側
に
進
む

 と
一
変
し
て
き
つ
い
勾
配
と
な
り
、
笹
野
山
山
麓
か
ら
延
び
る
台
地

 を
寸
断
す
る
よ
う
に
五
メ
ー
ト
ル
前
後
の
段
丘
が
発
達
し
て
い
る
。

 こ
の
段
丘
は
、
か
っ
て
の
旧
松
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
世

 初
期
の
河
岸
段
丘
で
あ
り
、
北
は
遠
山
地
区
か
ら
舘
山
地
区
、
南
は

 南
原
の
繰
返
地
区
に
か
け
た
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。

 発
達
し
た
段
丘
上
に
は
、
縄
文
時
代
の
早
期
や
前
期
と
い
っ
た
古

 い
時
期
を
中
心
に
縄
文
中
期
～
晩
期
を
加
え
た
縄
文
時
代
各
時
期
の

 遺
跡
群
と
伊
達
氏
に
係
る
笹
野
山
館
・
古
志
田
館
・
繰
返
館
等
の
貴

 重
な
集
落
跡
や
中
世
城
館
が
数
多
く
分
布
し
て
い
る
。

 中
で
も
、
縄
文
前
期
初
頭
の
石
器
工
房
集
落
跡
と
し
て
全
国
的
に

 注
目
さ
れ
て
い
る
国
指
定
史
跡
「
一
ノ
坂
遺
跡
」
も
同
じ
段
丘
の
北

 端
に
形
成
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。

 遺
跡
か
ら
は
我
国
最
長
の
四
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
竪
穴
住
居
跡
や

 工
房
で
製
作
さ
れ
た
約
三
二
〇
万
点
の
完
成
・
未
完
成
石
器
が
検
出

 さ
れ
て
い
る
。

 さ
て
、
旧
松
川
は
、
縄
文
後
期
か
ら
晩
期
に
入
る
と
急
速
に
進
路

 を
東
側
へ
と
変
え
て
い
っ
た
。
河
川
の
移
動
に
伴
っ
て
残
さ
れ
た
跡

 に
は
、
窪
地
状
に
続
く
低
湿
地
帯
と
枝
分
か
れ
し
て
新
た
に
北
流
す

 る
旧
掘
立
川
が
緩
や
か
に
流
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
肥
沃

 な
堆
積
物
で
覆
わ
れ
る
湿
地
帯
は
水
稲
栽
培
に
適
し
て
お
り
、
河
川

 は
運
河
と
し
て
の
利
用
も
可
能
と
考
え
た
在
地
豪
族
ら
は
河
川
が
大

 き
く
蛇
行
す
る
対
岸
を
選
定
し
屋
敷
を
構
え
た
。

 三
遺
跡
の
概
要

 古
志
田
東
遺
跡
は
、
財
団
法
人
米
沢
市
開
発
公
社
が
平
成
一
一
年

 度
に
林
泉
寺
住
宅
団
地
(第
五
期
)造
成
事
業
と
し
て
古
志
田
町
第

 一
工
区
～
第
三
工
区
分
譲
地
(87,455㎡

)を
計
画
し
た
も
の
を
受

 け
て
米
沢
市
教
育
委
員
会
が
埋
蔵
文
化
財
の
事
前
調
査
を
実
施
し
た

 際
に
新
規
の
遺
跡
と
し
て
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。

 事
前
調
査
と
な
る
試
掘
及
び
分
布
調
査
は
、
平
成
九
年
～
平
成
一

 〇
年
の
二
回
に
亘
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

 平
成
九
年
度
は
、
第
一
工
区
の
開
発
予
定
地
を
中
心
に
実
施
し
た

 も
の
で
、
幅
ニ
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
南
北
に
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
、

 二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
三
本
(1,160㎡

)を
配
し

 て
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
磨
滅
し
た
土
師
器
の
破
片
三
点
と
平
安

 時
代
と
推
測
さ
れ
る
須
恵
器
の
破
片
が
二
点
検
出
し
た
に
す
ぎ
な

 か
っ
た
。
地
山
が
有
機
物
を
含
む
泥
炭
層
と
還
元
し
た
灰
褐
色
の
粘

 土
層
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
河
川
等
の
氾
濫
に
よ
る
影
響
で
上

 流
か
ら
流
れ
込
ん
だ
も
の
と
推
測
さ
れ
、
遺
跡
の
存
在
す
る
可
能
性

 が
な
い
も
の
と
判
断
し
た
。

 平
成
一
〇
年
度
は
第
二
工
区
と
第
三
工
区
の
開
発
予
定
範
囲
を
対

 象
に
し
た
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
南
北
方
向
に
二
四
〇
メ
ー

 ト
ル
、
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
二
八
○
メ
ー
ト
ル
の
三
本
と
二
メ
ー
ト

 ル
×
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
二
本
(1,680㎡

)を
配
し
て
試
掘
調
査
を
実

 施
し
た
。

 そ
の
結
果
、
第
二
工
区
か
ら
第
三
工
区
に
か
け
た
範
囲
に
平
安
時





 代
の
赤
焼
土
器
や
焼
土
が
分
布
す
る
集
中
箇
所
が
認
め
ら
れ
た
。
さ

 ら
に
、
遺
跡
の
範
囲
を
確
定
す
る
た
め
に
、
東
西
方
向
に
二
メ
ー
ト

 ル
×
九
〇
メ
ー
ト
ル
と
八
○
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
二
本
(340㎡

)
 を
配
し
表
土
剥
離
・
面
整
理
を
実
施
し
た
結
果
、
土
壙
や
柱
穴
、
溝

 の
一
部
と
推
測
さ
れ
る
遺
構
群
が
概
ね
東
西
八
二
メ
ー
ト
ル
、
南
北

 六
八
メ
ー
ト
ル
(5,576㎡

)の
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
も
の
と
判
断

 さ
れ
た
。

 特
に
、
遺
構
・
遺
物
が
主
体
的
に
確
認
さ
れ
た
南
北
六
〇
メ
ー
ト

 ル
、
東
西
五
〇
メ
ー
ト
ル
(3,000㎡

)の
範
囲
を
調
査
面
積
に
設
定

 し
、
米
沢
市
開
発
公
社
と
協
議
の
上
、
平
成
一
一
年
四
月
二
一
日
か

 ら
同
年
八
月
一
二
日
の
日
程
で
緊
急
発
掘
調
査
を
開
始
し
た
。

 と
こ
ろ
が
、
実
際
に
調
査
が
進
行
す
る
に
つ
れ
、
当
初
の
予
想
を

 遥
か
に
覆
す
結
果
と
な
っ
た
。
平
安
時
代
に
属
す
る
三
間
×
一
〇
間

 の
大
型
建
物
跡
を
筆
頭
に
数
棟
の
掘
立
建
物
群
、
調
査
区
西
側
の
河

 川
跡
か
ら
は
多
量
の
赤
焼
土
器
・
土
師
器
坏
・
須
恵
器
坏
を
中
心
と

 す
る
一
括
土
器
群
や
墨
書
土
器
、
そ
れ
に
木
簡
・
木
椀
・
弓
・
修
羅

 等
の
貴
重
な
木
製
品
が
ま
と
ま
っ
て
検
出
す
る
な
ど
、
県
内
で
も
類

 を
み
な
い
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

 特
に
母
屋
と
み
ら
れ
る
大
型
建
物
跡
と
北
側
の
建
物
跡
に
は
柱
根

 が
現
存
し
て
い
た
。

 し
か
も
、
遺
構
の
検
出
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
南
側
方
向
に
も
遺

 跡
が
広
が
る
可
能
性
が
出
て
き
た
こ
と
で
、
(財
)米
沢
市
開
発
公
社

 と
再
度
協
議
を
行
い
、
遺
跡
の
範
囲
確
認
と
遺
構
の
分
布
状
況
を
把

 握
す
る
た
め
の
調
査
を
五
月
一
二
日
～
五
月
一
四
日
の
期
間
で
実
施

 す
る
こ
と
に
し
た
。

 確
認
調
査
は
、
調
査
区
を
設
定
し
た
南
側
と
東
側
を
重
点
に
幅
二

 メ
ー
ト
ル
、
長
さ
五
〇
メ
ー
ト
ル
～
一
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ

 一
四
本
(2,400㎡

)を
配
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
河
川
が
大
き
く

 蛇
行
す
る
範
囲
を
中
心
に
南
北
九
八
メ
ー
ト
ル
、
東
西
七
一
メ
ー
ト

 ル
(6,958㎡

)の
範
囲
と
判
断
さ
れ
た
。

 ま
た
、
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
南
側
に
東
西
長
五
間
の
掘
立
建
物
跡

 一
棟
が
存
在
す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

 遺
構
の
精
査
は
、
五
月
一
二
日
か
ら
遺
構
確
認
面
の
面
整
理
と
精

 査
、
河
川
跡
の
掘
り
下
げ
と
併
行
し
て
進
め
る
。

 遺
構
の
掘
り
下
げ
は
河
川
跡
か
ら
行
い
、
南
側
か
ら
便
宜
上
A～

 Ｉ
の
九
区
画
に
分
割
し
A区
よ
り
順
次
掘
り
下
げ
に
入
っ
た
。
河
川

 内
の
堆
積
層
は
有
機
物
が
多
量
に
含
む
泥
炭
層
で
占
め
ら
れ
、
自
然

 流
木
が
数
多
く
混
入
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
遺
物
は
中
間
層

 か
ら
概
ね
最
下
層
の
三
層
に
か
け
て
遺
物
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
各

 層
の
遺
物
出
土
状
況
を
記
録
に
残
し
な
が
ら
進
め
た
。

 遺
物
の
多
く
は
、
母
屋
と
西
建
物
・
北
建
物
が
接
す
る
B～
Gの

 五
区
に
集
中
し
て
お
り
、
上
流
や
下
流
に
行
く
に
従
っ
て
少
な
く
な

 る
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

 河
川
跡
か
ら
検
出
さ
れ
た
遺
物
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
木

 簡
で
あ
る
。
遺
跡
の
性
格
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と

 か
ら
、
七
月
六
日
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
教
授
に
来

一
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 跡
い
た
だ
き
解
読
作
業
を
依
頼
す
る
。

 河
川
跡
の
調
査
を
七
月
二
七
日
に
終
了
し
た
段
階
で
建
物
跡
と
土

 壙
・
井
戸
跡
の
調
査
に
入
り
、
八
月
五
日
で
ほ
ぼ
終
了
し
た
。
建
物

 は
三
面
庇
を
も
つ
大
型
の
母
屋
に
西
側
に
二
棟
と
北
側
に
一
棟
の
四

 棟
の
建
物
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
周
辺
に
は
土
壙
二
〇
基

 と
溝
状
遺
構
、
井
戸
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

 調
査
面
積
は
二
九
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
八
月
六
日
に

 は
調
査
成
果
を
発
表
す
る
現
地
説
明
会
を
開
催
す
る
。
こ
の
説
明
会

 に
お
い
て
、
平
川
南
教
授
よ
り
木
簡
の
内
容
に
つ
い
て
の
具
体
的

 な
報
告
が
示
さ
れ
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
田
人
の
具
体
的
な

 動
員
を
記
し
た
木
簡
と
船
着
場
で
の
荷
の
運
搬
人
足
の
徴
発
を
示
す

 木
簡
で
、
他
に
人
名
が
記
さ
れ
て
あ
る
木
簡
な
ど
一
二
点
の
木
簡
が

 解
読
さ
れ
て
い
る
。

 当
時
、
二
〇
点
の
木
簡
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
調
査

 と
最
終
的
な
木
製
品
の
検
討
か
ら
現
在
は
約
六
〇
点
の
木
簡
を
確
認

 し
て
い
る
。

 以
上
の
こ
と
か
ら
、
古
志
田
東
遺
跡
は
古
代
置
賜
郡
内
の
有
力
豪

 族
の
居
館
と
考
え
ら
れ
、
大
規
模
な
農
業
経
営
と
独
立
し
た
行
政
機

 関
を
備
え
て
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

 遺
跡
の
年
代
と
な
る
九
世
紀
後
半
か
ら
一
〇
世
紀
初
頭
の
社
会
情

 勢
は
、
律
令
国
家
が
衰
退
す
る
中
で
地
方
豪
族
や
有
力
者
層
が
台
頭

 し
、
自
ら
の
支
配
基
盤
を
拡
大
す
る
過
渡
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。

 古
代
か
ら
中
世
に
移
行
す
る
具
体
的
な
資
料
に
関
し
て
は
、
全
国

 的
に
み
て
も
乏
し
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
古
志
田
東
遺
跡
の
発
見
は
、

 我
国
及
び
東
北
古
代
史
の
空
白
を
埋
め
る
極
め
て
重
要
な
存
在
と
い

 え
る
。 こ
う
し
た
遺
跡
の
重
要
性
に
鑑
み
、
米
沢
市
教
育
委
員
会
と
し
て

 は
文
化
庁
・
県
文
化
財
課
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
(財
)米
沢
市
開
発

 公
社
と
協
議
を
進
め
、
遺
跡
の
保
存
と
史
跡
整
備
の
方
向
で
検
討
す

 る
こ
と
に
な
っ
た
。

 そ
の
後
、
古
志
田
東
遺
跡
全
体
の
保
存
範
囲
を
確
定
す
る
日
的
と

 建
物
跡
の
配
置
関
係
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
南
側
の
建
物
の
確
認

 と
既
に
造
成
工
事
の
終
了
し
て
い
る
東
側
に
関
し
て
も
追
加
調
査
が

 必
要
と
の
指
導
が
文
化
庁
・
県
文
化
財
課
か
ら
あ
っ
た
。

 本
市
教
育
委
員
会
は
(財
)米
沢
市
開
発
公
社
と
協
議
を
行
い
、
前

 述
の
指
摘
を
受
け
た
南
側
調
査
区
(470㎡

)と
既
に
第
二
工
区
と

 し
て
整
備
終
了
し
た
東
側
に
対
し
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
二
〇

 メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
四
本
を
設
定
す
る
な
ど
八
月
一
七
日
～
八
月

 二
〇
日
・
九
月
六
日
～
九
月
一
〇
日
・
九
月
二
〇
日
～
一
〇
月
二
九

 日
の
三
回
に
分
け
て
追
加
調
査
を
実
施
す
る
。

 東
側
の
調
査
区
に
関
し
て
は
、
土
堤
や
河
川
等
か
ら
二
〇
点
に
及

 ぶ
「
東
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
、
東
側
に
関
す
る
建
物
施
設
の

 存
在
を
示
唆
す
る
と
の
判
断
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
二
箇
所
の

 ト
レ
ン
チ
内
か
ら
掘
立
建
物
跡
の
存
在
を
示
す
柱
穴
跡
が
確
認
さ
れ

 た
。
そ
の
全
貌
を
さ
ら
に
確
認
す
る
た
め
に
南
北
四
二
メ
ー
ト
ル
、

 東
西
一
七
メ
ー
ト
ル
の
調
査
区
(714㎡

)を
設
定
し
調
査
を
進
め

一
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 た
と
こ
ろ
、
三
間
×
六
間
の
建
物
跡
と
二
間
×
三
問
の
掘
立
建
物
跡

 二
棟
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
南
調
査
区
か
ら
は
一
部

 が
水
田
耕
作
に
よ
っ
て
削
平
さ
れ
て
い
た
が
、
五
間
×
三
問
と
推
測

 さ
れ
る
建
物
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
志
田
東
遺
跡
は
概
ね
一
万
平
方
メ
ー
ト

 ル
の
範
囲
に
七
棟
の
建
物
群
で
構
成
す
る
こ
と
が
判
明
し
、
保
存
必

 要
面
積
も
約
八
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。

 第
二
節
検
出
さ
れ
た
遺
構

 一
遺
構
の
概
要

 河
川
跡
の
東
側
に
そ
っ
て
大
型
建
物
跡
一
棟
を
含
め
た
建
物
跡
七

 棟
、
土
壙
二
〇
基
、
井
戸
跡
二
基
、
溝
状
遺
構
三
差
、
河
川
跡
に
中

 世
期
と
み
ら
れ
る
柱
穴
跡
二
〇
基
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
河

 川
跡
に
は
二
基
の
船
着
場
と
木
橋
一
基
が
付
随
し
て
確
認
さ
れ
た
。

 こ
こ
で
は
、
中
世
を
除
く
古
代
の
遺
構
を
中
心
と
し
て
説
明
を
加

 え
る
。二
掘
立
建
物

 母
屋
と
推
測
さ
れ
る
中
央
の
三
間
×
一
〇
間
の
建
物
跡
を
中
心
と

 し
て
南
北
に
各
一
棟
、
東
西
に
二
棟
を
合
わ
せ
た
計
七
棟
で
構
成
さ

 れ
て
い
る
。

 ①
母
屋
跡
(
B
Y
1
)

 中
央
よ
り
に
検
出
さ

 れ
た
南
北
長
の
大
型

 建
物
で
、
桁
行
一
〇

 間
(二
三
・
八
メ
ー

 ト
ル
)、
梁
間
三
間

 (八
・
六
メ
ー
ト
ル
)

 に
北
側
を
除
く
三
面

 に
庇
を
有
し
て
い

 る
。
建
物
の
中
央
と

 南
側
一
間
に
間
仕
切

 り
を
も
つ
が
、
中
央

 が
原
則
三
間
に
切
合

 い
箇
所
が
み
ら
れ

 る
。
柱
穴
は
長
径
○
・

 八
メ
ー
ト
ル
～
一
・

 四
メ
ー
ト
ル
の
円
形
も
し
く
は
楕
円
形
の
掘
方
を
示
し
、
深
さ
が
六

 〇
セ
ン
チ
～
八
○
セ
ン
チ
を
測
り
大
半
に
柱
根
を
残
し
て
い
る
。
柱

 根
の
太
さ
は
全
て
三
五
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。

 庇
は
ほ
ぼ
円
形
の
掘
方
を
示
し
、
四
〇
セ
ン
チ
～
五
〇
セ
ン
チ
で

 深
さ
が
約
四
〇
セ
ン
チ
に
二
五
セ
ン
チ
前
後
の
柱
痕
跡
と
柱
根
が
認

 め
ら
れ
た
。

 柱
間
は
南
北
の
桁
行
が
二
・
二
メ
ー
ト
ル
を
中
心
と
し
て
二
・
一

 メ
ー
ト
ル
～
二
・
五
メ
ー
ト
ル
と
不
規
則
な
箇
所
も
み
ら
れ
る
。
一





 方
、
東
西
の
梁
間
は

 ほ
ぼ
二
・
八
メ
ー
ト

 ル
と
一
定
し
て
い
る
。

 庇
は
東
面
と
西
面

 が
二
・
二
メ
ー
ト
ル

 の
幅
に
南
北
方
向
の

 平
均
が
二
・
二
五

 メ
ー
ト
ル
を
示
す
。

 た
だ
し
、
南
側
の
一

 間
に
関
し
て
は
、
二
・

 八
メ
ー
ト
ル
と
長
い

 の
が
特
徴
で
あ
る
。

 南
面
の
庇
は
梁
間
と

 ほ
ぼ
等
し
く
二
・
八

 メ
ー
ト
ル
と
な
る

 が
、
一
・
四
メ
ー
ト
ル
中
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
梁
間
と
平
行
し
た
三

 間
が
付
随
す
る
。
こ
の
柱
間
は
二
重
構
造
の
玄
関
施
設
を
伴
っ
て
い

 た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

 さ
て
、
こ
の
大
型
の
建
物
跡
は
、
古
志
田
東
遺
跡
の
中
核
を
な
す

 施
設
で
あ
り
、
母
屋
と
み
ら
れ
る
。
床
面
積
が
約
一
九
〇
平
方
メ
ー

 ト
ル
、
庇
を
含
め
れ
ば
約
三
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
規
模
を
誇
り
、

 東
北
地
方
で
も
最
大
級
の
施
設
と
な
る
。

 間
尺
は
一
定
し
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
参
考
に
河
川
跡
か
ら
検
出



 さ
れ
た
物
差
し
(表
面
高
麗
尺
・
裏
面
新
尺
と
推
定
)で
当
て
は
め

 た
場
合
、
桁
行
が
新
尺
(一
尺
三
一
・
二
セ
ン
チ
)で
の
七
尺
、
梁

 間
が
高
麗
尺
(一
尺
三
五
セ
ン
チ
)の
八
尺
、
同
南
庇
内
側
の
三
尺

 と
一
致
す
る
。
ま
た
、
柱
根
に
関
し
て
も
建
物
が
高
麗
尺
で
一
尺
と

 な
る
三
五
セ
ン
チ
、
庇
が
新
尺
八
寸
の
二
五
セ
ン
チ
を
示
し
て
い
た

 が
、
実
際
に
高
麗
尺
を
用
い
た
か
は
今
後
の
検
討
を
要
す
る
。

 建
物
全
体
の
構
造
は
第
6図
に
示
す
よ
う
な
寄
せ
棟
に
よ
る
茅
葺

 屋
根
と
推
測
さ
れ
る
。

 *作
図
及
び
原
図
1＝

 手
塚
・
*東
北
芸
術

工
科
大
学
宮
本
教
授

 の
ご
教
示
に
よ
る
。

 ②
南
建
物
跡

(
B
Y
7
)

 母
屋
か
ら
南
に
二

 八
メ
ー
ト
ル
の
位
置

 に
あ
る
。
東
西
長
の

 桁
行
五
間
、
梁
間
三

 間
と
推
測
さ
れ
る
建

 物
跡
は
、
北
側
の
五

 間
と
南
側
の
一
間
を

 残
す
以
外
は
水
田
耕

 作
の
削
平
に
よ
っ
て

 失
わ
れ
て
お
り
、
明
確
に
で
き
な
い
が
、
推
測
さ
れ
る
間
尺
と
し
て

 は
桁
行
新
尺
の
七
尺
、
梁
間
八
尺
と
想
定
で
き
る
。

 確
認
さ
れ
た
掘
方
は
、
五
〇
セ
ン
チ
の
ほ
ぼ
円
形
を
指
し
、
深
さ
は

 五
セ
ン
チ
～
一
〇
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。
柱
穴
の
一
つ
よ
り
直
径
二
五

 セ
ン
チ
の
柱
根
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

 ③
北
建
物
跡
(
B
Y
3
)

 東
船
着
場
に
隣
接
す
る
建
物
で
、
桁
行
三
間
、
梁
間
三
間
と
な
っ

 て
い
る
が
、
東
面
の
一
間
だ
け
が
不
自
然
に
開
い
て
い
る
。
お
そ
ら

 く
入
口
部
分
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 掘
方
は
ほ
ぼ
隅
丸
方
形
で
、
○
・
七
メ
ー
ト
ル
～
一
メ
ー
ト
ル
、

 深
さ
五
〇
セ
ン
チ
～
八
○
セ
ン
チ
に
柱
根
が
残
存
し
て
い
る
。
柱
根

 の
太
さ
は
母
屋
と
同
じ
く
三
五
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。
柱
尺
は
桁
行
平

 均
が
二
・
五
メ
ー
ト
ル
(八
尺
)に
対
し
、
梁
間
を
二
・
二
メ
ー
ト

 メ
(七
尺
)に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
東
西
長
の
建
物
と
し
て
い
る
。

 東
船
着
場
に
接
し
て
い
る
こ
と
や
柱
根
が
母
屋
と
同
等
に
太
い
こ
と

 な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
倉
庫
の
機
能
と
し
て
存
在
し
た
も
の
と
み
ら

 る
。 ④
西
建
物
跡
(
B
Y
2
・
B
Y
4
)

 母
屋
の
南
側
か
ら
約
九
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
桁
行
六
間
、
梁
間
二
間

 の
東
西
長
の
建
物
跡
(BY2)と

そ
の
北
側
に
や
や
東
側
に
傾
く

 よ
う
に
東
西
に
細
長
く
存
在
す
る
桁
行
四
間
、
梁
間
一
間
の
建
物
跡

 (BY4)の
二
棟
が
あ
る
。

 先
の
六
間
×
二
間
の
建
物
跡
は
中
央
に
間
仕
切
り
を
有
し
た
切
妻



 造
り
と
み
ら
れ
る
。

 円
形
か
ら
楕
円
形
の

 四
五
セ
ン
チ
～
六
〇

 セ
ン
チ
、
深
さ
四
〇

 セ
ン
チ
前
後
の
掘
方

 を
示
し
、
二
箇
所
か

 ら
直
径
約
三
〇
セ
ン

 チ
の
柱
根
が
確
認
さ

 れ
て
い
る
。
柱
間
は

 桁
行
が
ほ
ぼ
二
メ
ー

 ト
ル
、
梁
間
が
二
・

 五
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。

 後
者
は
直
径
が
四

 〇
セ
ン
チ
前
後
、
深

 さ
三
五
セ
ン
チ
の
円

 形
プ
ラ
ン
の
掘
方
を
示
す
建
物
跡
で
、
柱
根
は
な
く
柱
痕
跡
と
し
て

 二
五
セ
ン
チ
を
な
す
。
柱
間
は
桁
行
が
一
・
八
メ
ー
ト
ル
～
二
・
二

 メ
ー
ト
ル
の
平
均
二
メ
ー
ト
ル
、
梁
間
が
二
・
五
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

 注
目
さ
れ
る
の
は
、
両
者
の
建
物
と
も
柱
間
の
長
さ
が
ほ
ぼ
一
致
し

 て
い
る
点
で
あ
り
、
新
尺
を
用
い
る
と
桁
行
七
尺
・
梁
間
八
尺
と
符

 号
す
る
。

 ⑤
東
建
物
跡
(
B
Y
5
・
B
Y
6
)

 母
屋
の
東
側
二
六
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
BY6と

北
建
物
の
東

 約
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
BY5の

二
棟
で
構
成
さ
れ
る
。
両
者
の
建
物

 は
、
南
北
に
一
八
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
て
存
在
す
る
の
が
特
徴
で
あ

 る
。
前
者
は
西
側
を
電
柱
の
設
置
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
る
が
、
桁

 行
六
間
、
梁
間
三
間
の
東
西
長
の
建
物
跡
で
、
ほ
ぼ
円
形
状
の
○
・

 六
メ
ー
ト
ル
～
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
五
〇
セ
ン
チ
の
掘
方
に
直

 径
三
五
セ
ン
チ
前
後
の
柱
根
が
伴
っ
て
い
る
。
柱
間
は
桁
行
が
平
均

 で
二
・
四
メ
ー
ト
ル
新
尺
の
八
尺
、
梁
間
が
平
均
二
・
二
メ
ー
ト
ル

 の
同
七
尺
を
示
し
て

 い
る
。

 後
者
は
南
北
長
を

 示
す
も
の
で
、
桁
行

 三
間
、
梁
間
二
間
の

 小
規
模
な
建
物
跡
で

 あ
る
が
、
掘
方
は
長

 方
形
プ
ラ
ン
の
○
・

 八
メ
ー
ト
ル
～
一
・

 三
メ
ー
ト
ル
と
比
較

 的
大
き
く
掘
っ
て
あ

 る
。
柱
根
は
存
在
し

 な
い
が
、
二
八
セ
ン

 チ
前
後
の
柱
痕
跡
を

 し
め
す
。
深
さ
は
約

 四
〇
セ
ン
チ
で
あ
っ



 た
。
柱
間
は
桁
行
が
二
・
一
メ
ー
ト
ル
、
梁
間
が
二
・
七
五
メ
ー
ト

 ル
と
単
純
に
高
麗
尺
を
用
い
れ
ば
、
桁
行
が
六
尺
・
梁
間
が
八
尺
と

 符
合
す
る
。

三
土
壙

 母
屋
の
BY1の

東
側
、
北
側
及
び
西
側
の
周
辺
を
中
心
と
し
て

 東
建
物
の
北
西
と
西
建
物
跡
の
南
西
側
に
み
ら
れ
る
。
平
面
形
は
円

 形
・
楕
円
形
・
不
整
方
形
を
呈
し
、
長
径
○
・
九
メ
ー
ト
ル
～
二
・

 三
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
○
・
三
メ
ー
ト
ル
～
○
・
五
メ
ー
ト
ル
前
後

 を
示
す
も
の
が
主
体
と
な
る
。
土
壙
の
一
部
に
建
物
跡
の
柱
穴
を

 切
っ
て
構
築
す
る
も
の
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
土
壙
の
大
半
が

 建
物
の
廃
絶
し
た
後
に
掘
り
込
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

 ま
た
、
母
屋
の
東
西
に
面
し
た
土
壙
内
か
ら
は
赤
焼
土
器
や
須
恵

 器
坏
の
一
括
土
器
、
そ
れ
に
「
東
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
等
と
と

 も
に
多
量
の
焼
土
と
炭
化
物
を
混
入
す
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。
強
い

 て
言
え
ば
、
母
屋
を
含
む
建
物
群
の
廃
絶
も
し
く
は
移
転
に
伴
っ
て

 の
不
要
品
を
焼
却
処
分
し
た
痕
跡
と
推
測
さ
れ
る
。
同
様
な
痕
跡
は

 置
賜
郡
衙
の
有
力
な
候
補
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
大
浦
B遺
跡
で

 も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

四
井
戸
跡

 北
建
物
の
南
東
に
隣
接
し
て
一
基
認
め
ら
れ
た
。
平
面
形
が
円
形

 状
を
な
し
、
直
径
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
・
二
メ
ー
ト
ル
を
測



 る
。
掘
方
は
ほ
ぼ
垂
直
で
あ
り
、
中
間
頃
か
ら
下
部
に
な
る
と
方
形

 に
掘
り
込
ん
で
い
る
こ
と
で
、
当
初
は
板
材
を
井
桁
状
に
配
す
る
井

 戸
跡
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
遺
物
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

五
溝
状
遺
構

 西
建
物
跡
に
接
す
る
一
基
と
東
建
物
を
区
画
す
る
よ
う
に
東
西
に

 延
び
る
二
本
の
三
基
が
あ
る
。
前
者
は
幅
二
〇
セ
ン
チ
、
深
さ
一
〇

 セ
ン
チ
前
後
の
長
さ
一
二
メ
ー
ト
ル
の
浅
い
溝
跡
で
内
部
か
ら
二
点

 の
須
恵
器
坏
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
建
物
の
排
水
を
な
す
施
設
の
可

 能
性
が
あ
る
。
後
者
は
、
東
側
か
ら
西
側
に
横
断
す
る
幅
五
〇
セ
ン

 チ
、
深
さ
三
〇
セ
ン
チ
前
後
で
真
っ
す
ぐ
延
び
る
溝
で
あ
り
、
河
川

 跡
に
接
続
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
内
部
か
ら
は
須
恵
器
坏
と
赤
焼

 土
器
一
〇
点
が
出
土
し
て
い
る
が
二
点
の
土
器
に
「
東
」
と
書
か
れ

 た
墨
書
土
器
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
東
建
物
跡
に
設
け
ら
れ
た
排
水

 溝
と
推
測
す
る
。
さ
ら
に
、
幅
四
〇
セ
ン
チ
余
り
の
浅
い
溝
の
一
部

 も
併
行
し
て
存
在
す
る
が
、
途
中
で
消
滅
す
る
こ
と
か
ら
遺
跡
に
関

 連
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

六
河
川
跡

 調
査
区
の
西
側
か
ら
南
北
方
向
に
検
出
さ
れ
た
旧
掘
立
川
と
み
ら

 れ
る
河
川
跡
(KY1)で

、
確
認
さ
れ
た
最
大
幅
が
一
一
・
二

 メ
ー
ト
ル
、
最
も
狭
い
箇
所
で
六
メ
ー
ト
ル
を
な
す
。
河
川
の
調
査

 区
中
央
に
は
、
丸
太
一
〇
本
を
直
角
に
配
列
し
た
橋
状
遺
構
と
北
側

 建
物
の
西
側
に
人
工
的
に
掘
り
込
ん
だ
不
整
円
形
状
の
船
着
場
を
東

 西
二
箇
所
に
配
備
し
て
い
る
。

 深
さ
は
、
全
体
的
に
南
側
が
浅
く
、
北
側
及
び
東
側
に
進
む
と
緩

 や
か
に
深
く
な
っ
て
お
り
、
一
・
五
メ
ー
ト
ル
～
二
メ
ー
ト
ル
で
あ

 る
。
河
川
の
立
上
り
は
東
側
が
ほ
ぼ
垂
直
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

 西
側
の
対
岸
は
な
だ
ら
か
な
斜
面
と
な
っ
て
泥
炭
質
の
湿
地
帯
が
西

 側
方
向
に
続
い
て
い
る
。

 今
回
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
河
川
跡
は
、
ト
レ
ン
チ
も
含
め
る
と

 約
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。
河
川
は
不
規
則
に
蛇
行
し
な
が
ら
南

 か
ら
北
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に
流
れ
て
い
た
。
遺
跡
か
ら
北
側
の
約

 五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
行
っ
た
試
掘
調
査
よ
り
本
河
川
の
一
部

 と
み
ら
れ
る
落
込
み
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
河
川
の
明
確
な
流
路
に

 関
し
て
は
推
測
の
域
を
で
な
い
が
、
現
在
の
地
形
状
況
を
参
考
に
し

 た
場
合
、
概
ね
南
原
の
市
布
付
近
で
松
川
か
ら
支
流
と
し
て
独
立
し

 た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
河
川
は
、
北
東
部
に
進
み
古
志
田
東
遺
跡

 を
横
断
し
、
林
泉
寺
付
近
を
北
上
し
な
が
ら
現
在
の
米
沢
城
二
の
丸

 の
西
側
で
新
掘
立
川
と
再
び
合
流
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 出
土
遺
物
で
あ
る
が
、
上
流
か
ら
流
れ
て
き
た
流
木
と
と
も
に
堆

 積
層
の
中
間
か
ら
底
面
に
か
け
て
集
中
し
、
母
屋
の
西
側
に
あ
た
る

 B～
G区
の
東
側
よ
り
は
特
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
た
。
出
土
状
況
を

 簡
単
に
述
べ
る
と
、
A区
は
比
較
的
出
土
量
は
少
な
い
が
、
B区
よ

 り
に
か
け
て
土
師
器
・
須
恵
器
等
の
土
器
群
が
集
中
し
、
北
東
側
で

 は
修
羅
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
B・
C区
で
は
、
建
物
に
使
用
し
た
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 と
考
え
ら
れ
る
部
材

 や
土
器
に
墨
で
文
字

 が
書
か
れ
て
あ
る
墨

 書
土
器
と
赤
焼
土
器

 を
中
心
と
し
た
多
量

 の
土
器
群
が
ま
と

 ま
っ
て
出
土
し
て
い

 る
。
E
・
F
・
G
区

 は
、
須
恵
器
坏
・
赤

 焼
土
器
・
土
師
器
坏

 の
他
に
木
簡
・
木
椀
・

 弓
・
修
羅
・
鐙
等
の

 木
製
品
が
特
徴
的
に

 出
土
し
て
い
る
。
H・

 Ｉ
区
で
は
土
器
は
比

 較
的
少
な
い
が
、
鍬
・
弓
・
椀
・
曲
物
等
の
木
製
品
が
中
心
で
あ
っ
た
。

 ①
西
船
着
場

 河
川
の
西
側
に
設
置
す
る
長
径
七
・
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
・
六

 メ
ー
ト
ル
の
半
円
形
に
掘
ら
れ
た
施
設
で
、
河
川
に
接
続
す
る
よ
う

 に
北
側
に
そ
っ
て
溝
状
に
底
面
を
掘
り
込
ん
で
あ
る
。
遺
物
と
し
て

 は
板
材
と
木
椀
一
点
、
赤
焼
土
器
一
五
点
と
比
較
的
少
な
か
っ
た
。

 ②
東
船
着
場

 不
整
円
形
状
の
人
工
的
に
掘
り
込
ん
だ
池
状
の
船
着
場
で
あ
り
、

 河
川
の
東
側
に
設
置
し
た
長
径
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
最
短
部
が
五
・
六

 メ
ー
ト
ル
と
河
川
に
接
す
る
部
分
が
極
端
に
狭
い
の
を
特
徴
と
し
て

 い
る
。
深
さ
は
一
・
五
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
が
、
中
央
部
が
や
や

 深
く
な
っ
て
お
り
、
一
・
八
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
遺
物
は
、
木
簡
三

 を
含
む
木
椀
・
ホ
ー
ク
等
の
木
製
品
や
赤
焼
土
器
を
中
心
と
し
た
一

 括
土
器
が
底
面
に
沿
っ
て
認
め
ら
れ
た
。
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、

 船
荷
人
足
の
動
員
を
表
す
木
簡
の
検
出
で
あ
り
、
船
着
場
の
存
在
を

 具
体
的
に
示
す
も
の

 で
あ
る
。

 ③
木
橋

 西
建
物
群
に
近
い

 河
川
跡
の
上
層
か
ら

 確
認
さ
れ
た
。
河
川

 の
最
も
狭
い
箇
所
を

 選
定
し
て
、
太
さ
二

 五
セ
ン
チ
前
後
の
柱

 状
丸
太
と
一
〇
セ
ン

 チ
前
後
の
細
い
丸
太

 を
河
川
に
直
角
に
設

 置
し
て
あ
る
。
橋
跡

 と
推
測
さ
れ
る
が
、

 川
が
廃
絶
し
た
後
の

 堆
積
層
に
設
置
し
た



 可能性もあり、建物群が機能していた時期と一致するかは
 検
討
を
要
す
る
。

第
三
節

 一
　
遺
物
の
概
要

 検
出
さ
れ
た
遺
物

 今
回
の
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
は
、
整
理
箱
で
約
二
〇
〇
箱
が
検

 出
さ
れ
て
い
る
。
遺
物
の
大
半
は
旧
河
川
跡
の
覆
土
内
部
か
ら
に
よ

 る
も
の
で
、
赤
焼
土
器
・
須
恵
器
・
土
師
器
等
の
坏
形
態
を
主
体
と

 し
た
土
器
と
木
簡
・
木
椀
・
物
差
し
・
修
羅
・
弓
等
の
木
製
品
と
に

 分
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
土
器
と
木
製
品
に
大
別
し
て
説
明
を
加

 え
る
が
、
木
簡
に
関
し
て
は
一
括
し
て
後
述
す
る
。

 二
　
出
土
土
器
の
概
要

 検
出
さ
れ
た
土
器
群
を
分
類
す
る
と
土
師
器
・
須
恵
器
・
赤
焼
土

 器
・
両
黒
土
器
の
四
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
土
器
群
の
大
半
は
、
坏

 類
に
よ
る
も
の
で
占
め
ら
れ
て
い
る
が
、
僅
か
に
須
恵
器
の
甕
形
土

 器
と
壷
形
土
器
、
そ
れ
に
土
師
器
の
鍋
や
甕
形
土
器
が
認
め
ら
れ
る

 に
す
ぎ
な
い
。
坏
類
は
、
完
形
・
一
括
土
器
を
含
め
る
と
約
二
千
点

 に
及
ぶ
が
全
体
的
な
数
量
の
把
握
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
現
在
、
復

 元
し
た
中
で
数
量
的
な
比
率
を
要
約
す
れ
ば
、
全
体
の
約
七
〇
％
が

 赤
焼
土
器
、
約
一
八
％
強
が
土
師
器
、
約
一
〇
％
弱
が
須
恵
器
、
そ

 れ
に
約
二
％
程
度
の
両
黒
土
器
が
存
在
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

 ま
た
、
坏
類
の
中
に
は
、
炭
化
物
や
煤
が
顕
著
に
付
着
し
た
灯
明

 皿
に
転
用
し
た
と
推
測
さ
れ
る
圷
類
や
墨
の
受
け
皿
と
し
て
使
用
し

 た
坏
類
が
約
二
〇
〇
点
ほ
ど
確
認
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
字
が

 書
か
れ
た
墨
書
土
器
も
多
数
出
土
し
て
い
る
。
以
下
、
簡
単
に
種
別

 ご
と
に
概
要
を
記
す
。

 ①
土
師
器
坏
〔
第
17図
4〕

 黒
炭
化
処
理
を
施
し
て
あ
る
内
黒
土
師
器
と
両
黒
土
師
器
の
坏
を

 中
心
と
し
て
、
僅
か
に
甕
形
土
器
と
鍋
が
認
め
ら
れ
る
。
内
黒
土
師

 器
坏
は
、
高
台
を
示
す
も
の
と
示
さ
な
い
二
通
り
が
あ
る
が
、
そ
の

 比
率
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
底
部
の
切
離
し
は
全
て
糸
切
り
を
示

 し
、
約
半
数
の
底
辺
部
に
対
し
て
手
持
ち
の
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
も
し
く
は

 回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
の
調
整
を
施
す
の
が
特
徴
で
、
中
に
は
底
部
調
整

 ま
で
及
ぶ
坏
類
も
存
在
す
る
。
大
き
さ
は
、
一
二
セ
ン
チ
以
内
を
示

 す
も
の
。
一
四
セ
ン
チ
を
中
心
と
す
る
も
の
。
一
六
セ
ン
チ
前
後
の

 大
型
坏
の
概
ね
三
通
り
が
あ
る
よ
う
で
、
高
台
坏
は
中
間
の
一
四
セ

 ン
チ
前
後
に
集
中
し
て
い
る
。

 後
者
の
両
黒
土
師
器
は
全
て
が
高
台
を
有
し
、
口
径
が
一
二
セ
ン

 チ
前
後
と
小
さ
め
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
鋭
利
な
刃
物
で
刻
ん
だ

 刻
線
文
字
を
示
す
も
の
「
東
」
二
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。

 遺
物
の
年
代
で
あ
る
が
、
底
辺
部
を
主
体
的
に
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
調
整

 を
行
う
土
師
器
坏
の
技
法
か
ら
八
世
紀
末
頃
～
九
世
紀
の
前
半
の
年

 代
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
底
辺
部
を
主
体
に
ケ
ズ
リ
調

 整
を
施
す
手
法
は
、
回
転
糸
切
に
よ
る
切
離
し
技
法
の
初
期
段
階
に



 顕
著
に
み
ら
れ
る
調

 整
法
で
あ
り
、
米
沢

 市
横
山
B遺
跡
の
坏

 類
や
笹
原
遺
跡
Ⅲ
層

 出
土
坏
に
類
似
し
て

 い
る
。

 し
か
し
、
高
台
坏

 を
分
析
す
る
と
高
台

 部
分
が
単
調
に
立
ち

 上
が
る
特
徴
と
器
高

 が
比
較
的
高
く
外
側

 に
僅
か
に
開
く
な
ど

 の
形
態
を
考
え
た
場

 合
、
米
沢
編
年
の
Ⅴ

 期
(九
世
紀
前
半
頃

 か
ら
九
世
紀
後
半
)の
範
疇
で
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

 一
方
、
両
黒
坏
は
器
高
が
高
く
、
高
台
が
や
や
外
反
気
味
に
開
く

 特
徴
は
、
清
水
北
C遺
跡
や
竹
井
境
B遺
跡
と
類
似
し
、
一
〇
世
紀

 の
初
期
段
階
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
、
九
世
紀
に
遡
る
可
能
性

 は
少
な
い
も
の
と
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
土
師
器
坏
を
み
る
か
ぎ
り

 で
は
九
世
紀
中
葉
か
ら
一
〇
世
紀
初
頭
と
推
測
す
る
の
が
妥
当
と
考

 え
て
い
る
。

 ②
須
恵
器
坏
〔
第

 17図
1・
第
18図

 1〕 底
部
切
離
し
が
糸

 切
り
の
須
恵
器
坏
類

 で
、
高
台
を
有
し
た

 皿
三
点
を
除
く
全
て

 の
坏
が
高
台
を
伴
わ

 な
い
。
底
部
が
平
坦

 で
斜
め
に
立
ち
上
が

 る
胴
部
と
や
や
弧
状

 に
立
ち
上
が
る
二
者

 が
あ
り
、
口
縁
部
が

 外
反
す
る
も
の
は
僅

 か
で
あ
る
。
こ
れ
ら

 の
特
徴
は
、
川
西
町
道
伝
遺
跡
や
笹
原
遺
跡
Ⅲ
層
出
土
坏
に
類
似
し
、

 概
ね
米
沢
編
年
で
い
う
Ⅳ
期
～
Ⅴ
期
に
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

 ③
赤
焼
土
器
〔
第
18図

2・
第
17図
2・
3〕

 圧
倒
的
に
み
ら
れ
る
坏
類
で
、
約
八
割
が
無
高
台
坏
、
残
る
三
割

 に
高
台
を
伴
っ
て
い
る
。
形
態
は
灯
明
皿
の
よ
う
な
小
型
の
皿
状
を

 示
す
も
の
か
ら
、
須
恵
器
坏
を
模
倣
し
た
形
態
を
示
す
も
の
。
底
部

 が
極
端
に
小
さ
く
斜
め
に
大
き
く
開
く
も
の
。
口
径
一
六
セ
ン
チ
を

 超
す
高
台
坏
ま
で
と
多
彩
で
あ
る
。
米
沢
を
中
心
と
す
る
古
代
の
遺



 跡
で
は
、
八
世
紀
末

 頃
か
ら
赤
焼
土
器
の

 出
現
を
み
る
。
そ
の

 出
土
す
る
比
率
は
極

 僅
か
と
な
っ
て
お

 り
、
九
世
紀
か
ら
一

 〇
世
紀
に
入
っ
て
も

 そ
れ
ほ
ど
の
増
加
傾

 向
は
示
さ
れ
な
い
。

 も
ち
ろ
ん
、
古
志
田

 東
遺
跡
の
よ
う
に
赤

 焼
土
器
を
主
体
と
し

 た
遺
跡
も
確
認
さ
れ

 て
い
な
い
の
で
あ
る
。

 こ
の
状
況
を
遺
跡
の

 特
殊
性
や
年
代
的
相
違
と
捉
え
る
か
は
今
後
の
検
討
課
題
と
な
る
。

 ④
墨
書
土
器
〔
第
17図
・
第
18図
〕

 今
回
出
土
し
た
墨
書
土
器
は
、
土
師
器
・
須
恵
器
・
赤
焼
土
器
等

 の
坏
類
の
胴
部
や
底
部
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
断
片
や
不
明
な
も
の

 を
含
め
る
と
現
在
の
整
理
段
階
で
四
〇
二
点
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

 そ
の
内
訳
を
多
い
順
に
列
挙
す
る
と
「
呪
術
絵
」
七
〇
点
、
「
木
」

 三
八
点
、
「
東
」
二
〇
点
、
「
山
田
」
一
一
点
、
「
達
建
」
四
点
、
と

 な
り
、
二
点
の
確
認
が
「
五
万
」
・
「
欠
欠
」
・
「
吉
」
・
「
生
」
で
、
一

 点
の
み
が
「
十

 万
」
・
「
山
田
西
」
・

 「
千
万
」
・
「
雲
」
・

 「
布
」
・
「
王
□
」
と

 な
り
、
他
に
不
明

 が
二
四
三
点
と
な

 る
。 文
字
の
全
体
と

 し
て
は
、
墨
書
土

 器
特
有
の
吉
祥
文

 字
が
目
立
つ
と
い

 え
る
。
こ
の
中
で

 注
目
さ
れ
る
墨
書

 土
器
を
上
げ
る
と

 第
一
に
呪
術
絵
の

 七
〇
点
が
あ
る
。
一
筆
書
き
で
螺
旋
を
描
く
よ
う
に
四
～
六
個
の
花

 弁
状
の
輪
を
一
単
位
と
し
て
上
か
ら
下
に
展
開
す
る
よ
う
に
描
く
不

 思
議
な
文
様
表
現
で
あ
る
。
通
常
は
一
単
位
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、

 中
に
は
複
数
に
及
ぶ
場
合
も
あ
る
。
特
異
な
例
と
し
て
は
、
外
面
に

 一
〇
単
位
、
内
面
に
八
単
位
を
不
規
則
に
配
し
て
い
る
の
も
含
ま
れ

 て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
祭
祀
に
係
る
呪
術
記
号
の
一
種
と
考
え
ざ

 る
を
得
な
い
が
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
類
例
と
し
て
山
形
市

 今
塚
遺
跡
が
あ
る
。







 次
に
「
山
田
・
山

 田
西
」
の
墨
書
に
注

 意
し
た
い
。
遺
跡
か

 ら
南
西
一
キ
ロ
メ
ー

 ト
ル
の
小
高
い
微
高

 地
に
「
山
田
山
」
の

 小
字
が
現
存
し
て
お

 り
、
当
時
の
豪
族
屋

 敷
と
な
ん
ら
か
の
関

 連
を
示
す
可
能
性
が

 指
摘
さ
れ
る
。
そ
し

 て
最
後
に
注
目
す
る

 の
が
「
東
」
と
記
さ

 れ
た
墨
書
土
器
あ

 る
。
母
屋
を
中
心
と

 し
た
東
に
あ
た
る
建
物
跡
を
指
す
の
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
母
屋

 の
東
二
五
メ
ー
ト
ル
に
は
母
屋
に
次
ぐ
規
模
の
三
間
×
六
間
と
二
間

 ×
三
間
の
二
棟
か
ら
な
る
東
建
物
が
存
在
す
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き

 で
あ
る
。

 三
出
土
木
製
品
の
概
要

 木
製
品
の
大
半
は
、
河
川
跡
の
中
層
か
ら
底
面
に
か
け
て
出
土
し

 た
。
特
に
、
母
屋
の
西
側
か
ら
蛇
行
す
る
東
側
の
範
囲
に
か
け
て
集

 中
す
る
傾
向
を
示
し
、
木
簡
六
〇

 点
や
修
羅
四
点
を
含
む
約
五
〇
〇

 点
の
貴
重
な
木
器
類
が
検
出
さ
れ

 て
い
る
。

 こ
れ
ら
の
木
製
品
は
、
用
途
の

 種
別
よ
り
日
用
・
農
具
・
武
具
・

 祭
祀
・
建
材
等
の
五
種
類
に
分
け

 る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ

 で
は
、
代
表
的
な
木
製
品
を
中
心

 に
説
明
を
加
え
た
い
。

 ①
挽
き
物

 ロ
ク
ロ
挽
き
に
よ
る
椀
類
等
で
、

 破
片
を
含
め
る
と
約
九
〇
点
の
製

 品
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

 の
仲
間
は
形
態
よ
り
次
の
一
三
類

 に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

 ・
椀
A型
〔
第
32図

1・
2〕

 口
径
の
平
均
が
一
六
セ
ン
チ
。
灰
釉
陶
器
を
模
倣
し
た
と
推
測
さ

 れ
る
椀
類
で
、
や
や
外
反
す
る
口
縁
部
と
低
い
高
台
を
も
つ
の
が
特

 徴
で
あ
る
。
1は
器
壁
が
平
均
的
に
調
整
し
、
両
面
を
素
地
漆
を
施

 し
て
い
る
。
三
点
あ
る
。

 ・
椀
B型
〔
第
32図
3〕

 高
台
が
僅
か
に
外
側
に
開
き
そ
の
ま
ま
口
縁
部
に
斜
め
に
立
ち
上



 が
る
赤
焼
土
器
に
ち
か
い
。
口
径
が
一
五
セ
ン
チ
、
二
点
あ
る
。

 ・
椀
C型
〔
第
32図
4〕

 口
径
の
平
均
が
一
六
・
二
セ
ン
チ
。
高
さ
五
・
五
セ
ン
チ
前
後
の

 高
台
を
有
す
る
須
恵
器
坏
を
模
倣
し
た
椀
類
で
あ
る
。
三
点
出
土
し

 て
い
る
。
口
縁
部
が
外
反
し
胴
部
が
ふ
く
よ
か
に
張
り
、
高
台
が
垂

 直
に
位
置
し
て
い
る
。
器
厚
が
極
端
に
厚
く
法
量
が
少
な
い
の
を
特

 徴
と
し
て
い
る
。
三
点
あ
る
。

 ・
椀
D型
〔
第
32図

5～
7〕

 口
径
が
二
二
セ
ン
チ
～
一
七
セ
ン
チ
。
外
反
す
る
高
台
か
ら
「
く
」

 字
状
に
立
ち
上
が
る
椀
類
で
器
高
が
高
く
器
厚
の
特
徴
を
も
つ
。
五

 点
認
め
ら
れ
て
い
る
。

 ・
椀
E型
〔
第
32図

8〕

 口
径
の
平
均
が
一
二
・
二
セ
ン
チ
。
直
立
す
る
高
台
か
ら
直
角
に

 胴
部
を
有
し
、
斜
め
に
口
縁
部
に
向
か
う
小
型
の
椀
類
で
、
法
量
が

 極
端
に
少
な
い
。
二
点
あ
る
。

 ・
椀
F型
〔
第
32図
9～
12〕

 口
径
が
二
一
・
五
セ
ン
チ
～
二
二
・
三
セ
ン
チ
。
高
台
が
発
達
し

 た
小
型
の
椀
類
で
、
厚
底
に
整
形
し
て
い
る
た
め
に
法
量
が
少
な
く

 皿
状
を
有
し
て
い
る
。
胴
部
が
や
や
丸
み
を
帯
び
な
が
ら
口
縁
部
が

 外
反
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
七
点
あ
る
。

 ・
皿
A型
〔
第
32図

13〕

 口
径
の
平
均
が
一
四
・
六
セ
ン
チ
。
高
台
と
器
高
の
比
率
が
等
し

 い
の
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
須
恵
器
の
高
台
皿
を
模
倣
し
て
い
る
も

 の
と
み
ら
れ
る
。
三
点
あ
る
。

 ・
皿
B型
〔
第
32図

14〕

 口
径
が
一
三
・
三
セ
ン
チ
。
高
台
か
ら
直
角
に
近
い
形
で
口
縁
部

 に
向
か
い
、
口
唇
部
を
極
端
に
薄
く
仕
上
げ
て
い
る
。
底
部
に
墨
書

 が
書
か
れ
て
い
る
。
一
点
の
み
。

 ・
皿
C型
〔
第
32図

16〕

 口
径
が
一
七
・
二
セ
ン
チ
。
無
高
台
の
椀
類
で
、
底
部
が
広
く
斜



 め
に
立
ち
上
が
る
の
が
特
徴
と
す
る
。
須
恵
器
坏
を
模
倣
し
た
も
の

 と
み
ら
れ
る
。
両
面
に
素
地
漆
を
施
し
て
い
る
。
二
点
あ
る
。

 ・
皿
D型
〔
第
32図
17・
18〕

 口
径
が
一
六
・
五
セ
ン
チ
～
二
〇
・
八
セ
ン
チ
。
器
高
が
著
し
く

 低
い
無
高
台
の
椀
類
で
、
皿
に
近
い
形
状
を
な
す
。
四
点
あ
る
。

 ・
皿
E型
〔
第
32図
19〕

 口
径
が
一
四
・
八
セ
ン
チ
。
底
部
か
ら
の
立
上
り
が
円
弧
を
描
く

 よ
う
に
口
縁
部
に
立
ち
上
が
る
の
を
特
徴
と
し
、
両
面
に
素
地
漆
を

 施
し
て
い
る
。
一
点
の
み
。

 ・
盆
A型
〔
第
32

 図
20・
22～
24〕

 口
径
が
一
八
・
二

 セ
ン
チ
～
二
〇
・

 四
セ
ン
チ
。
平
坦

 も
し
く
は
僅
か
な

 円
弧
を
底
部
に
配

 し
て
緩
や
か
に
弧

 状
を
呈
し
な
が
ら

 口
縁
部
に
向
か
う

 こ
と
か
ら
盆
に
分

 類
し
た
。
八
点
出

 土
し
て
い
る
。

 ・
盆
B型

 〔
第
32図

21〕

推
定
口
径
一
三

 セ
ン
チ
。
か
わ
ら

 け
に
類
似
し
た
小

 型
の
盆
類
で
あ

 る
。
二
点
あ
る
。

 ②
臼
状
木
製
品

 〔
第
32図

15〕

 器
高
四
・
二
セ

 ン
チ
で
小
形
の
臼

 状
に
仕
上
げ
て
い

 る
。
上
部
は
垂
直

 な
坏
状
を
示
す
が
、

 脚
部
で
く
び
れ
を

 有
し
外
広
す
る
こ
と
か
ら
高
坏
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
品
の
可
能
性
も
あ
る
。

 ③
ホ
ー
ク
〔
第
33図
4〕

 鋸
引
で
四
箇
所
に
又
を
有
し
た
ホ
ー
ク
状
の
木
製
品
で
あ
る
。
現

 代
の
形
状
に
類
似
す
る
精
巧
な
仕
上
が
り
で
、
全
体
の
長
さ
の
半
分

 を
刃
部
と
し
、
握
部
を
丁
重
に
削
り
出
し
て
棒
状
に
加
工
し
て
い
る
。

 先
端
に
は
紐
を
結
ぶ
た
め
の
も
の
か
刻
み
を
施
し
て
い
る
。

 ④
釘
状
木
製
品
〔
第
33図
5〕

 棒
状
の
一
端
を
残
し
て
削
り
出
し
、
釘
状
に
仕
上
げ
て
い
る
。
一



 見
、
千
枚
通
し

 の
よ
う
な
形
状

 を
示
し
て
い
る

 が
用
途
は
不
明

 で
あ
る
。
金
属

 製
品
の
見
本
金

 型
「
鉄
釘
」
の

 考
え
方
も
あ
る

 が
、
同
様
な
金

 属
製
品
の
出
土

 は
な
く
断
定
す

る
こ
と
は
で
き

 な
い
。

 ⑤
物
差
し

 〔
第
33図
2〕

 物
差
し
の
断
片
で
あ
る
。
両
面
に
寸
と
分
の
メ
モ
リ
が
刻
ま
れ
て

 い
る
。
下
段
2b面

の
一
寸
単
位
が
三
・
五
セ
ン
チ
、
上
段
2a面

 の
一
寸
単
位
が
三
・
一
二
セ
ン
チ
と
下
段
の
単
位
が
や
や
長
め
と
な

 る
。
こ
の
相
違
を
高
麗
尺
と
新
尺
を
併
用
す
る
物
差
し
と
す
る
考
え

 方
も
あ
る
が
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

 ⑥
横
櫛
〔
第
33図

3〕

 横
櫛
の
欠
損
品
で
あ
る
。
鋸
引
で
加
工
し
た
刃
は
、
一
・
五
ミ
リ

 の
一
定
し
た
間
隔
で
刻
ん
で
お
り
、
中
央
で
の
長
さ
四
セ
ン
チ
を
測

 る
。
ゆ
る
や
か
な
円
弧
を
有
す
る
上
端
部
は
丁
重
な
研
磨
と
漆
が
施

 さ
れ
て
い
る
。

 ⑦
舞
鐙
支
具
〔
第
33図
1〕

 舞
鐙
の
火
鑽
棒
を
支
え
る
支
具
で
中
央
に
円
孔
と
端
に
紐
を
結
ぶ

 た
め
の
切
り
込
み
が
あ
る
。

 ⑧
桧
扇
〔
第
34図

3～
5〕

 東
船
着
場
の
底
面
よ
り
三
本
重
な
っ
て
出
土
し
た
。
下
端
を
圭
頭

 状
に
仕
上
げ
て
く
び
れ
を
も
た
せ
な
が
ら
先
端
部
に
直
行
す
る
。
要



 部
分
に
は
三
ミ
リ
の
穿
孔
を
も
つ
。

 ⑨
鍬
〔
第
34図
6〕

 木
の
枝
分
か
れ
部
分
を
利
用
し
、
枝
が
握
り
、
幹
が
鍬
の
装
着
部

 分
と
な
る
。
幹
本
体
の
風
呂
部
に
は
、
先
端
か
ら
中
央
に
稜
線
を
柄

 の
接
続
箇
所
に
向
か
う
よ
う
に
盛
り
上
が
ら
せ
、
凸
レ
ン
ズ
状
の
形

 状
を
保
つ
こ
と
で
素
材
の
強
度
を
図
っ
て
い
る
。
風
呂
先
端
に
は
刃

 先
を
固
定
す
る
た
め
に
切
り
込
み
と
柄
の
下
部
に
は
穿
孔
が
認
め
ら

 れ
る
。
全
長
が
五
一
セ
ン
チ
を
測
る
。

 ⑩
板
材
部
品
〔
第
34図
1・
2〕

 機
織
等
の
機
材
の
一
部
と
推
測
さ
れ
る
。
1は
横
長
の
板
状
の
中

 央
に
鋸
状
の
刻
み
を
有
し
、
2は
長
方
形
の
板
材
の
端
に
ホ
ゾ
穴
が

 開
け
ら
れ
て
い
る
。

 ⑪
鐙
〔
第
35図
3〕

 漆
を
丁
重
に
施
し
た
鐙
で
あ
り
、
上
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
古
代

 の
鐙
に
関
し
て
は
、
川
西
町
の
道
伝
遺
跡
か
ら
素
地
の
鐙
が
出
土
し

 て
い
る
他
は
例
が
少
な
く
注
目
さ
れ
る
。

 ⑫
鉄
斧
装
着
具
〔
第
35図

4〕

 全
長
二
四
・
五
セ
ン
チ
、
鉄
斧
装
着
用
と
み
ら
れ
る
木
製
品
で
他

 に
例
が
な
い
。
中
央
に
柄
を
装
着
す
る
た
め
に
三
セ
ン
チ
の
穿
孔
を

 開
け
、
上
側
面
は
直
線
的
で
あ
る
が
下
側
面
は
緩
や
か
な
弧
状
を
描



 き
な
が
ら
装
着
部
分
を
左
右
か
ら
削
り
出
し
断
面
を
楕
円
形
に
仕
上

 げ
て
い
る
。
刃
部
の
装
着
位
置
に
は
鉄
斧
の
装
着
と
使
用
に
よ
っ
て

 捲
れ
上
げ
た
痕
跡
が
左
右
に
観
察
さ
れ
る
。

 こ
の
木
製
具
の
使
用
痕
跡
か
ら
推
測
さ
れ
る
鉄
斧
の
使
用
方
向
は
、

 柄
に
対
し
て
側
面
に
刃
部
が
装
着
す
る
形
態
と
な
り
、
手
斧
と
は
逆

 の
使
用
法
と
な
る
。

 ⑬
机
脚
部
〔
第
35図

2〕
 上
端
が
方
形
で
一
方
に

 切
込
状
の
段
差
、
反
対
の

 下
部
に
く
び
れ
を
有
し
な

 が
ら
先
端
部
へ
と
細
長
く

 な
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
中
央

 に
ホ
ゾ
穴
が
開
け
ら
れ
て

 い
る
。
前
机
の
脚
部
と
み

 ら
れ
る
。

 ⑭
勺
柄
〔
第
35図

1〕

 細
長
い
棒
状
一
端
を
尖

 ら
せ
た
勺
の
柄
で
、
遺
跡

 か
ら
は
一
五
本
出
土
し
た
。

 太
さ
が
二
セ
ン
チ
前
後

 で
、
長
さ
八
○
セ
ン
チ
～

 六
〇
セ
ン
チ
を
測
る
。
一

 部
に
は
ひ
ょ
う
た
ん
を
輪

 切
り
に
し
て
装
着
し
た
の

 も
み
つ
か
っ
て
い
る
。

 ⑮
弓
〔
第
36図
〕
針
葉

 樹
を
使
っ
た
丸
木
弓
で
両

 端
を
左
右
か
ら
削
り
取
っ



 て
弓
筈
を
仕
上
げ
て

 い
る
。
全
体
に
細
身

 で
あ
り
、
弓
筈
も
簡

 単
に
作
っ
て
あ
る
こ

 と
か
ら
法
弓
等
の
儀

 式
用
と
し
て
用
い
ら

 れ
た
も
の
と
推
測
さ

 れ
る
。
破
損
し
た
も

 の
も
含
め
る
と
一
四
点
が
検
出
さ
れ
た
。
最
長
の
弓
で
一
三
五
セ
ン

 チ
で
あ
っ
た
。

 ⑯
独
楽

 細
長
い
円
錐
状
を
な
す
独
楽
で
あ
り
、
直
径
四
・
二
セ
ン
チ
、
長

 さ
六
・
一
セ
ン
チ
を
測
る
。
木
の
中
心
部
を
利
用
し
て
表
面
を
丁
重

 に
削
っ
て
仕
上
げ
て
あ
る
。
独
楽
の
出
土
に
関
し
て
は
県
内
で
は
初

 め
て
と
な
る
も
の
で
、
豊
か
な
豪
族
屋
敷
で
の
娯
楽
の
一
端
を
垣
間

 見
る
。
長
野
県
更
埴
市
屋
代
遺
跡
に
類
例
が
あ
る
。

 ⑰
修
羅

 丸
太
を
縦
に
割
っ
て
先
端
を
尖
ら
せ
、
側
面
に
ホ
ゾ
穴
を
等
間
隔

 に
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
形
状
の
整
っ
て
い
る
修
羅
で
長
さ
二
・
七

 メ
ー
ト
ル
、
幅
二
二
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
四
セ
ン
チ
に
、
五
〇
セ
ン
チ

 間
隔
で
一
〇
セ
ン
チ
×
一
五
セ
ン
チ
の
ホ
ゾ
穴
が
付
随
す
る
。
破
損

 し
た
も
の
を
含
め
四
本
検
出
さ
れ
て
い
る
。
二
単
位
を
組
に
し
て
ホ

 ゾ
穴
に
横
材
を
組
み
込
ん
で
ソ
リ
の
よ
う
な
使
用
が
考
え
ら
れ
る
。













 第
四
節
古
志
田
遺
跡
出
土
の
木
簡

 一
出
土
木
簡
の
概
要

 河
川
跡
の
C区
～
E区
と
東
船
着
場
を
中
心
に
検
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
七
月
六
日
の
段
階
で
確
認
し
た
三
〇
点
の
木
簡
に
つ
い
て
は
、
木
簡

 の
解
読
を
依
頼
し
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
の
平
川
南
先
生
の
指
導
で
、
財
団
法
人
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
ご
好
意
に
よ
る
赤

 外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
用
い
て
分
析
し
、
一
七
点
の
板
材
に
何
ら
か
の
墨
痕
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 そ
の
後
の
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
と
推
測
さ
れ
る
一
〇
点
と
木
製
品
の
整
理
の
中
で
疑
わ
し
い
木
材
を
東
北
芸
術
工
科
大
学
の
仲
野
浩
教
授

 の
ご
好
意
で
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
借
用
し
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
一
三
点
の
木
簡
を
新
た
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
終
的
な
木
簡
数

 と
し
て
は
六
一
点
で
、
文
字
が
認
め
ら
れ
る
木
簡
は
三
〇
点
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
八
月
六
日
に
平
川
南
教
授
が
発
表
報
告
さ
れ
た
先
の
木

 簡
内
容
を
掲
載
し
、
そ
の
後
に
判
明
し
た
資
料
を
加
え
て
説
明
す
る
。

 

 ①
第
一
号
木
簡
〔
第
3
8
図
3
〕

 ・
「
有
宗
」

 ・
「
案
文
」
(
四
五
)
×
二
〇
×
七

 こ
の
木
簡
は
、
「
題
箋
軸
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
属
す
る
。
題
箋
軸
は
一
般
に
、
短
冊
形
の
一
枚
の
板
か
ら
削
り
出
し
て
題
箋
部
と
軸
部
を
作

 る
が
、
本
木
簡
は
軸
部
が
根
本
か
ら
欠
損
し
、
題
箋
部
の
み
が
遺
存
し
た
も
の
。
裏
面
の
文
字
の
字
配
り
が
特
異
*で
あ
る
。

 釈
文
は
「
有
宗
案
文
」
と
解
読
す
る
。
「
案
文
」
と
は
文
書
の
控
え
を
意
味
し
、
本
遺
跡
に
お
い
て
、
某
氏
の
有
宗
と
い
う
人
物
の
作
成
し
た

 文
書
を
巻
子
仕
立
て
で
保
管
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
有
宗
」
は
人
名
で
、
ウ
ジ
名
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
施
設
内
の
み
で
用

 い
ら
れ
る
場
合
、
題
線
な
ど
に
ウ
ジ
名
を
省
略
す
る
場
合
が
あ
る
。
*そ
の
後
、
拡
大
し
た
写
真
を
分
析
す
る
と
「
案
文
」
は
〔
安
右
文
力
〕

 の
三
文
字
と
配
列
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。



 ②
第
二
号
木
簡
〔
第
38図

1〕

 ・
「
□
田
人
廿
九
人

丁
九
人

女
廿
人

又
光
九
人

女
光
一
人

男
八
人

 (二
六
五
)

 ×
(一
九
)×
五

 上
端
と
右
側
面
の
一
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
内
容
は
、
田
人
を
動
員
し
、
そ
の
人
数
を
数
度
に
わ
た
り
、
累
計
し
た
記
録
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

 田
人
に
つ
い
て
は
、
『
古
語
拾
遺
』
の
御
歳
神
の
冒
頭
に
コ
い
は
、
昔
在
神
代
に
、
大
地
主
神
田
を
営
る
日
に
、
牛
宍
を
以
て
田
人
に
食
は

 し
め
き
」
と
み
え
る
。
田
人
は
、
農
耕
の
民
、
田
作
り
の
民
の
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
木
簡
の
例
で
は
、
福
島
県
い
わ
き
市
荒
田
目
条

 里
遺
跡
出
土
の
第
二
号
木
簡
が
あ
げ
ら
れ
る
。

 (釈
文
)

 「
郡
符
、
里
刀
自
、
手
古
丸
、
黒
成
、
宮
澤
、
安
継
家
、
貞
馬
、
天
地
、
子
福
積
、
奥
成
、
得
内
、
官
公
、
吉
惟
、
勝
法
、
圓
隠
、
百
済
部
於
用
丸

 真
人
丸
、
奥
丸
、
福
丸
、
穫
日
丸
、
勝
野
、
勝
宗
、
貞
継
、
浄
人
部
於
日
丸
、
浄
野
、
舎
人
丸
、
佐
里
丸
、
浄
継
、
子
浄
継
、
丸
子
部
福
継
足
小
家

 壬
部
福
成
女
、
於
保
五
百
継
、
子
塊
本
家
、
太
青
女
、
真
名
足
子
於
足
『
合
光
四
人
』
『
不
』

 右
田
人
為
以
今
月
三
日
上
面
織
田
令
殖
可
□
如
件
『
不
』

大
領
於
保
臣

奉
宣
別
為
如
任
宣

以
五
月
一
日

 記載内容は、田人二十九人の内訳として正丁男九人、女二十人、次に三十九人の内訳として男八人、女三十一人が記され

 て
い
る
。
女
性
の
人
数
が
七
、
八
割
を
占
め
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。



 ③
第
三
号
木
簡
〔
第
39図

1〕
 丁
二
百
□

 ・
□
百
五
十
八
人

小
廿
人

男
廿
人

 ・
光
人

小
二
人

 (九
九
)×
二
九
×
四

 原
形
は
短
冊
形
と
想
定
さ
れ
る
が
、
上
・
下
は
欠
損
し
て
い
る
。

 内
容
は
、
第
二
号
木
簡
と
同
様
に
動
員
し
た
労
働
者
に
関
す
る
記
録
簡
で
あ
る
。

 オ
モ
テ
面
に
み
ら
れ
る
総
勢
二
五
八
人
の
内
訳
は
、
「
丁
」
≡
二
八
人
と
「
小
」
二
十
人
と
な
っ
て
い
る
。
「
丁
」
「
小
」
は
年
齢
区
分
を
表
し

 て
お
り
、
「
丁
」
は
正
丁
〈
二
一
歳
～
六
〇
歳
〉
、
次
丁
(老
丁
)〈
六
一
歳
～
六
五
歳
〉
、
中
男
(大
宝
令
で
は
少
丁
)〈
一
七
歳
～
二
〇
歳
〉
を

 意
味
し
、
「
小
」
は
、
小
子
〈
四
歳
～
一
六
歳
〉
を
意
味
す
る
と
み
ら
れ
る
。

 裏
面
は
、
第
二
号
木
簡
と
同
様
、
数
度
に
わ
た
る
労
働
の
一
回
ご
と
の
内
訳
を
記
録
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
男
」
「
小
」
と
い
う
分

 類
の
仕
方
は
、
オ
モ
テ
面
の
「
丁
」
「
小
」
と
対
応
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
労
働
の
内
容
は
不
明
だ
が
、
本
遺
跡
内
に
お
い
て
、
男
性

 の
労
働
力
を
大
規
模
に
動
員
し
た
際
の
記
録
簡
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

 ④
第
四
号
木
簡
〔
第
38図

2〕

 ・
八
斗
六
升
□
□
人
万
呂

 (九
八
)×

 (一
九
)×
四

 現
状
は
、
上
端
部
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
り
、
付
札
の
形
態
を
呈
し
て
い
る
が
、
本
来
は
短
冊
状
の
文
書
木
簡
で
あ
っ
た
も
の
を
二
次
的
に

 付
札
状
に
改
変
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
書
か
れ
て
い
る
文
字
は
、
付
札
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な
く
、
付
札
に
加
工
す
る
以
前
の
記
載
が
残

 っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
木
簡
は
本
来
、
米
な
ど
の
数
量
と
人
名
を
列
記
し
た
文
書
木
簡
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。



 ⑤
第
五
号
木
簡

 「
三
斗
八
升
(
二
四
一
)
×
三
一
×
四

 下
端
欠
損
。
裏
面
は
墨
痕
跡
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
数
量
「
三
斗
八
升
」
の
み
の
記
載
で
、
詳
細
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

 ⑥
第
六
号
木
簡
〔
第
40図

1〕
 「
<□
□
一
石
」

 材
の
上
部
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
。
裏
面
に
は
全
く
墨
痕
は
な
い
。
「
一
石
」
は
籾
の
数
量
を
表
し
て
い
る
。

 一
の
二
文
字
は
〔
善
ロ
カ
〕
人
名
を
表
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
〔
善
ロ
カ
〕
か
ら
の
租
税
(田
租
)の
徴
収
を
表
し
て
い
る
も
の
と
考

 え
ら
れ
る
。
ま
た
、
平
川
氏
は
〔
長
彦
力
〕
の
可
能
性
も
指
摘
し
て
い
る
。
な
が
ひ
こ
は
稲
の
品
種
を
意
味
し
て
お
り
、
「
長
彦
」
と
確
認
で

 き
れ
ば
、
福
島
県
矢
玉
遺
跡
出
土
の
「
長
非
子
」
と
と
も
に
、
「
な
が
ひ
こ
」
と
い
う
同
一
品
種
が
二
つ
の
地
域
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

 @
第
七
号
木
簡

 五
十
二
束
(
一
七
五
)
×
1
5
×
4

 本
来
の
短
冊
状
の
木
簡
を
、
二
次
的
に
先
端
を
尖
ら
せ
た
付
札
状
に
改
変
し
て
い
る
。
稲
の
束
数
と
思
わ
れ
る
「
五
十
二
束
」
の
み
の
記
載
で

 あ
る
の
で
詳
細
は
不
明
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
各
地
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
出
挙
に
関
す
る
木
簡
が
、

 一
、
数
量
単
位
は
原
則
と
し
て
「
束
」
で
あ
る
。

 一
、
一
人
の
貸
付
数
は
平
均
す
る
と
、
四
五
束
～
五
五
束
で
程
度
で
あ
る
。

 と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
(平
川
南
「
金
沢
市
金
石
本
町
遺
跡
木
簡
」
石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
金
本
町
遺
跡
』
所
収
、
一
九
九

 七
)こ
と
か
ら
す
る
と
、
出
挙
関
係
木
簡
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。



 ⑧
第
八
号
木
簡

 □
万
七
万
八
万
九
万
十
一
万
□
万
(
二
四
五
)
×
二
九
×
二

 上
端
欠
損
。
形
状
は
、
材
が
極
め
て
薄
く
、
下
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
点
な
ど
、
斎
串
の
特
徴
に
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
形
状
の
特
徴
と
、
記
載

 内
容
が
「
(数
字
)万
」
と
い
う
点
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
呪
符
的
な
性
格
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

 ⑨
第
一
一
号
木
簡

 「
東
」
一
五
×
一
五
×
七

 曲
物
の
底
に
「
東
」
と
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
施
設
内
の
母
屋
を
中
心
と
し
て
、
東
施
設
に
備
え
た
曲
物
容
器
に
「
東
」

 と
墨
書
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

 ⑩
第
一
二
号
木
簡
〔
第
41図
〕

 「
<
秋
帯
建
一
斜
」
二
四
〇
×
三
二
×
五

 材
の
上
部
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
下
端
を
尖
ら
せ
た
付
札
状
の
木
簡
で
あ
る
。
裏
面
に
は
全
く
墨
痕
は
な
い
。
表
面
に
「
秋
帯
建
一
斜
」

 と
書
か
れ
て
い
る
。
「
狄
」
は
蝦
夷
を
表
す
別
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
ウ
ジ
名
を
許
さ
れ
な
い
差
別
用
語
で
あ
る
。
「
帯
建
」
は
人
名
で
、

 「
一
斛
」
は
籾
を
表
し
て
い
る
。
蝦
夷
の
「
帯
建
」
に
一
石
(斛
)を
与
え
た
か
、
も
し
く
は
、
租
税
の
徴
収
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 ⑪
第
一
三
号
木
簡
〔
第
39図
2〕

 ・
□
船
津
運
十
人
」

 ・
□
□
□
□
□
(
一
六
三
)
×
(
一
六
)
×
四



 上
端
が
欠
損
し
て
い
る
。
従
来
の
短
冊
状
の
木
簡
を
半
載
し
て
転
用
し
た
木
簡
で
、
表
面
に
「
□
船
津
運
十
人
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
裏
面
に

 も
明
瞭
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
破
損
し
て
い
る
こ
と
か
ら
文
字
の
判
別
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
は
、
東
船
着
場
よ
り
検
出
し
た
も
の
で

 あ
り
、
「
船
津
」
は
船
着
場
、
「
運
十
人
」
は
そ
の
船
着
場
で
船
荷
の
荷
降
に
動
員
さ
れ
た
労
働
者
に
関
す
る
記
録
簡
で
あ
る
。

 ⑫
第
一
四
号
木
簡
〔
第
40図
2〕

 ・
「
<
羨
□
真
人
一
石
」
一
五
八
×
一
七
×
五

 第
一
二
号
木
簡
と
同
様
に
材
の
上
部
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
下
端
を
尖
ら
せ
た
付
札
状
の
木
簡
で
あ
る
。
「
羨
□
真
人
」
は
人
名
を
表

 し
、
「
一
石
」
は
籾
を
表
し
て
い
る
。
「
羨
□
真
人
」
が
供
出
し
た
田
租
の
徴
収
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 ⑬
第
一
五
号
木
簡
〔
第
39図
3〕

 ・
□
□
梁
子
主
□
人
(
一
二
一
)
×
一
七
×
五

 上
・
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
。

 ⑭
第
一
六
号
木
簡
〔
第
42図
〕

 「
□
魚
」
二
二
五
×
一
三
五
×
二
六

 挽
き
物
「
皿
」
の
底
部
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
で
、
「
□
」
の
一
字
か
「
□
魚
」
の
可
能
性
も
あ
る
が
判
別
で
き
な
い
。

 二
　
出
土
木
簡
の
要
約

 第
一
号
木
簡
は
、
本
遺
跡
に
お
け
る
文
書
業
務
が
、
恒
久
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

 第
二
号
、
第
三
号
木
簡
本
遺
跡
が
在
地
有
力
者
層
の
拠
点
と
し
て
、
多
数
の
労
働
力
徴
発
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
労
働

 内
容
は
、
「
田
人
」
と
女
性
労
働
者
に
象
徴
さ
れ
る
農
業
経
営
と
、
二
五
八
人
に
も
及
ぶ
男
性
労
働
者
の
動
員
に
よ
る
何
ら
か
の
大
規
模
事
業
な

 ど
が
想
定
で
き
よ
う
。



 第
一
三
号
木
簡
は
、
「
船
津
運
十
人
」

 と
船
着
場
で
の
労
働
を
表
す
も
の
で
、

 河
川
に
よ
る
水
運
搬
を
利
用
し
た
広
域

 な
物
資
の
移
動
体
制
が
計
画
的
に
確
立

 し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 第
六
号
、
第
一
二
号
、
第
一
四
号
木

 簡
は
、
母
屋
の
主
が
、
遺
跡
を
拠
点
に

 し
た
広
範
囲
の
地
域
を
統
轄
監
督
し
、

 租
税
ま
で
も
徴
収
で
き
る
立
場
に
あ
っ

 た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

 こ
れ
ら
を
参
考
に
す
る
と
、
本
遺
跡

 は
古
代
置
賜
郡
内
の
有
力
な
在
地
豪
族

 に
係
る
居
館
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

 て
遺
跡
で
は
、
大
規
模
な
農
業
経
営
と

 河
川
を
利
用
し
た
物
資
の
移
動
を
行

 い
、
独
立
し
た
行
政
機
能
を
備
え
て
い

 た
施
設
で
あ
る
こ
と
を
十
数
本
の
木
簡

 は
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。













 第
五
節
ま
と
め

 古
志
田
東
遺
跡
が
成
立
し
た
の
は
、
出
土
し
た
土
器
の
分
析
か
ら

 概
ね
九
世
紀
の
中
頃
以
降
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
一
〇
世
紀
に
入

 る
頃
に
は
廃
絶
も
し
く
は
、
別
の
地
域
に
移
転
し
た
も
の
と
考
え
ら

 れ
る
。
母
屋
周
辺
に
集
中
す
る
土
墳
内
か
ら
は
、
大
量
の
焼
け
土
と

 炭
化
物
が
検
出
さ
れ
、
母
屋
の
解
体
や
撤
去
作
業
の
際
に
不
要
品
を

 焼
却
処
分
し
た
痕
跡
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

 同
様
な
痕
跡
は
、
八
世
紀
中
葉
に
官
衙
を
成
立
さ
せ
、
九
世
紀
初

 頭
で
移
転
し
た
大
浦
遺
跡
群
で
も
認
め
ら
れ
る
。
大
浦
遺
跡
は
存
続

 し
た
間
に
、
出
火
に
よ
る
建
物
消
失
で
、
全
面
的
な
建
て
替
え
を
行
っ

 て
お
り
、
そ
の
際
に
掘
ら
れ
た
土
壙
と
移
転
時
期
に
焼
却
目
的
で
掘

 ら
れ
た
二
時
期
の
土
壙
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

 い
ず
れ
の
土
壙
も
大
型
建
物
の
周
囲
に
設
置
す
る
の
が
特
徴
で
あ

 り
、
所
謂
「
物
資
」
が
保
管
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
建
物
周
辺

 が
前
提
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

 こ
の
性
質
か
ら
い
え
る
の
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
拠
点
と
な
る
地

 域
か
ら
退
却
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 ま
た
、
建
物
群
に
立
替
え
や
修
復
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
点
を

 考
慮
す
る
と
屋
敷
が
存
続
し
た
期
間
は
限
ら
れ
て
く
る
。

 次
に
、
建
物
で
あ
る
が
、
母
屋
を
中
心
と
し
て
東
西
南
北
の
四
方

 に
配
置
さ
れ
て
あ
っ
た
。
建
物
の
規
模
と
掘
方
や
柱
根
の
太
さ
か
ら

 母
屋
に
次
ぐ
重
要
な
施
設
と
想
定
さ
れ
る
の
が
東
建
物
で
あ
る
。
同

 様
に
北
建
物
は
、
船
着
場
に
隣
接
さ
せ
た
配
置
よ
り
、
物
資
の
保
管

 場
所
の
倉
庫
施
設
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

 特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
個
々
の
建
物
跡
の
柱
間
隔
で
あ
る
。
梁

 間
の
長
さ
が
二
・
五
～
二
・
九
メ
ー
ト
ル
と
長
い
の
に
対
し
、
桁
行

 が
一
・
八
～
二
・
ニ
メ
ー
ト
ル
前
後
と
極
端
に
短
く
し
て
い
る
。

 仮
に
現
代
の
尺
度
で
計
測
し
た
場
合
で
の
桁
行
は
ほ
ぼ
一
致
す
る

 が
、
梁
間
に
関
し
て
は
、
矛
盾
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

 そ
こ
で
、
本
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
物
差
し
を
用
い
た
場
合
、
表
面

 の
一
尺
(三
五
セ
ン
チ
)で
計
測
す
る
と
梁
間
の
間
隔
は
八
尺
を
基

 本
に
七
尺
で
一
致
す
る
。
桁
行
も
裏
面
の
一
尺
(一
一
二
・
二
ン
チ
)

 で
用
い
れ
ば
、
七
尺
で
符
号
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
仮
に
物
差
し

 の
表
面
を
一
尺
三
五
セ
ン
チ
に
準
じ
た
「
高
麗
尺
」
、
裏
面
を
一
尺

 三
一
・
二
セ
ン
チ
に
等
し
い
「
新
尺
」
を
併
記
し
た
物
差
し
が
用
い

 ら
れ
て
い
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
梁
間
と
桁
行
の
寸
法
を
意
図
的
に
区

 別
し
た
こ
と
に
な
る
。

 し
か
し
、
高
麗
尺
に
関
し
て
は
、
大
宝
令
(七
〇
一
年
)で
尺
度

 規
定
を
明
文
化
し
、
「
大
尺
」
(高
麗
尺
)は
土
地
測
量
に
「
小
尺
」

 (唐
尺
)は
建
物
建
築
に
使
い
分
け
る
よ
う
に
規
定
し
た
。

 そ
の
後
、
和
同
六
年
(七
一
三
)に
大
尺
を
廃
止
、
小
尺
に
統
一

 し
た
経
緯
が
あ
る
。
従
っ
て
、
廃
止
さ
れ
た
高
麗
尺
を
九
世
紀
段
階

 で
使
用
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
こ
と
に
疑
問
視
す
る
向
き
も
当
然

 あ
る
。
だ
が
、
発
掘
さ
れ
た
古
代
の
建
物
跡
の
中
で
も
寸
法
が
小
尺

 と
一
致
な
い
例
も
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
尺
度
運
用
を
律
令
体



 制
の
中
央
と
地
方
集
落
や
在
地
豪
族
が
主
に
管
轄
し
て
い
た
末
端
の

 官
衙
施
設
、
個
人
的
な
建
物
建
築
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
今
後
、
検

 討
す
る
課
題
で
あ
ろ
う
。

 こ
こ
で
は
、
高
麗
尺
と
断
定
す
る
こ
と
は
あ
え
て
避
け
る
が
、
古

 志
田
東
遺
跡
出
土
の
物
差
し
は
、
明
ら
か
に
異
な
る
寸
法
を
意
図
的

 に
利
用
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

 出
土
遺
物
と
し
て
、
特
筆
さ
れ
る
の
が
、
多
様
な
木
製
品
と
土
器

 の
内
容
で
あ
る
。
木
製
品
の
中
で
の
木
簡
に
つ
い
て
は
、
要
約
で
述

 べ
て
い
る
の
で
割
愛
す
る
が
、
注
目
さ
れ
る
も
の
と
し
て
多
種
の
椀

 類
が
上
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
ロ
ク
ロ
回
転
に
よ
る
挽
き
物
で
、

 灰
釉
陶
器
・
須
恵
器
坏
・
赤
焼
土
器
を
模
倣
し
た
も
の
や
盆
類
・
盤

 を
意
識
し
た
も
の
等
、
多
彩
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
多
く
は
完
成
さ

 れ
た
高
度
な
仕
上
が
り
で
、
明
ら
か
に
専
門
職
人
の
手
に
よ
る
も
の

 で
あ
る
。
こ
う
し
た
工
人
も
遺
跡
に
は
常
駐
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ

 る
。
九
世
紀
代
の
遺
跡
と
し
て
、
こ
れ
だ
け
の
椀
類
が
出
土
し
た
例

 は
東
北
地
方
で
も
希
で
あ
り
、
文
化
水
準
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

 ま
た
、
修
羅
も
注
意
し
た
い
。
形
態
か
ら
井
桁
状
に
組
み
合
わ
せ

 た
と
想
定
さ
れ
、
重
量
の
あ
る
物
資
(木
材
か
)を
陸
地
の
移
動
と

 河
川
箱
船
と
と
も
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。

 出
土
土
器
群
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
出
土
し
た
土
師
器
・
須
恵

 器
の
坏
類
は
、
県
内
の
九
世
紀
代
の
遺
物
と
共
通
し
て
い
る
が
、
共

 伴
す
る
赤
焼
土
器
の
多
様
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
赤
焼
土
器
の
土
器

 の
形
態
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
県
北
の
庄
内
地
方
で
出
土
す
る
一
〇

 世
紀
前
半
段
階
の
形
態
に
類
似
す
る
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
れ
て
い

 る
。
だ
が
、
本
遺
跡
が
一
時
期
の
単
純
遺
跡
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に

 指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
遺
跡
と
一
定
の
時
期
が
重
な

 る
川
西
町
道
伝
遺
跡
や
米
沢
市
の
笹
原
遺
跡
に
は
、
赤
焼
土
器
が
共

 存
す
る
比
率
が
極
端
に
少
な
い
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
こ
と

 を
地
域
差
や
時
期
差
で
解
決
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
本
遺
跡

 の
特
殊
性
を
基
軸
に
米
沢
盆
地
に
お
け
る
赤
焼
土
器
の
出
現
背
景
と

 普
及
段
階
の
確
立
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

 ま
た
、
須
恵
器
・
土
師
器
の
中
に
は
甕
等
の
貯
蔵
形
態
や
煮
沸
形
態

 が
少
な
い
こ
と
、
そ
れ
に
蓋
類
が
全
く
含
ま
れ
な
い
こ
と
も
注
意
す

 べ
き
で
あ
る
。

 最
後
に
、
遺
跡
の
性
格
と
し
て
は
、
既
に
木
簡
で
示
す
よ
う
に
、

 多
く
の
労
働
力
を
組
織
的
に
集
約
で
き
た
有
力
豪
族
の
姿
が
み
え
て

 く
る
。
彼
等
は
、
母
屋
を
中
心
に
主
要
な
建
物
を
配
置
し
、
租
税
の

 徴
収
や
文
書
業
務
、
祭
祀
等
を
恒
久
的
に
実
施
し
て
い
た
。

 一
方
、
大
規
模
な
農
業
経
営
や
河
川
を
管
理
し
て
交
易
を
行
う
な

 ど
、
周
辺
地
域
に
絶
大
な
影
響
力
を
有
す
る
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た

 も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

 九
世
紀
後
半
の
年
代
は
、
律
令
国
家
が
衰
退
す
る
中
で
地
方
豪
族

 や
有
力
者
層
が
台
頭
し
、
自
ら
の
支
配
範
囲
(権
力
範
囲
)を
拡
大

 す
る
過
渡
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。
古
志
田
東
遺
跡
は
、
ま
さ
に
こ
の

 時
代
を
象
徴
す
る
存
在
と
い
え
る
。
空
白
の
東
北
古
代
史
を
解
明
す

 る
上
で
極
め
て
重
要
な
遺
跡
と
い
え
る
。



    
 

古
志
田
東
遺
跡
関
連
年
表
 の
部
分
は
古
志
田
東
遺
跡
の
存
続
し
た
時
期
に
当
た
蒐

 
 

 
  

区
分
西
暦
年
号

  
 

 
 

七
五
二
天
平
勝
宝
四
・
東
大
寺
大
仏
完
成
し
て
開
眼
供
養
を
行
う
。

    
 

・
出
羽
国
に
駅
を
つ
く
る
。
笹
谷
よ
り
山
形
・
秋
田
に
至
る
。

   
 

 
代時七五七天平宝字元○この頃、上浅川遺跡・笹原遺跡に集落が営なまれる。・橘諸兄没。孝謙・藤原仲麻呂、非行ありとして皇太子(道祖王)を廃し、仲麻呂の女婿大炊王(淳仁天皇)を皇太子とする。橘諸兄の子奈良麻呂ら多数の貴族が孝謙の廃位・仲麻呂の殺害を計画して処刑される。(橘奈良麻呂の変)
  

 
 

 
良奈七五九七七四天平宝字三宝亀五・新羅征を計画し準備に着手。鑑真のための唐招提寺の建設を開始。○この頃、大浦遺跡の集落を強制的に排除し、官衙(置賜郡衙)を築造する。・陸奥の蝦夷、桃生城に侵入。このころから陸奥・出羽の蝦夷しばしば反乱。多賀城の陸奥鎮守府

  
 

 
 

七
八
O宝
亀
十
一
・
蝦
夷
の
首
長
伊
治
公
些
麻
呂
、
大
規
模
な
反
乱
組
織
し
、
多
賀
城
を
攻
略
・
破
壊
す
る
。

  
 

 
 

七
八
八
延
暦
七
・
最
澄
、
比
叡
山
に
一
乗
止
観
院
(後
の
延
暦
寺
)を
建
立
。

  
 

 
 

七
九
四
延
暦
十
三
・
平
安
都
へ
遷
都
。
坂
上
田
村
麻
呂
ら
胆
沢
を
侵
略
。
山
背
国
を
山
城
国
に
改
称
。

  
 

 
 

八
○
○
延
暦
十
九
・
富
士
山
大
噴
火
。
全
国
一
斉
に
班
田
最
後
の
実
施
(
以
後
は
国
ご
と
に
実
施
)
。
一

  
 

 
 

八
〇
一
延
暦
二
十
・
蝦
夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
、
胆
沢
を
征
服
し
、
盛
岡
周
辺
ま
で
攻
略
。
6
4

  
 

 
 

八
〇
四
延
暦
二
十
三
・
陸
奥
鎮
守
府
、
多
賀
城
か
ら
胆
沢
城
へ
前
進
。
最
澄
・
空
海
・
橘
逸
勢
、
入
唐
。
一

    
 

○
大
浦
遺
跡
の
漆
紙
文
書
。
延
暦
二
三
年
の
具
注
暦
と
判
明
コ
二
月
十
八
日
か
ら
一
二
月
二
十
八
日
が
記
載
」
。

  
 

 
 

八
二
二
天
長
七
・
最
澄
没
。
比
叡
山
に
戒
壇
の
設
立
を
許
可
。

  
 

 
 

代八三〇弘仁十三・鳥海山噴火、灰水流出魚死す。二月三日、出羽国府地震倒壊。○米沢三月頃三昼夜山岳鳴動、李山の湖水減退し田開く。
  

 
 

 
時八四一承和八・藤原三守ら、『弘仁格式』(三代格式の初め)を編纂。・『日本後紀』完成。この頃、稲架けによる乾燥が普及する。
  

 
 

 
安八五五八六九斉衡二貞観十一・この頃から諸国に検非違使を設置し、治安維持にあたらせる。・『続日本後紀』。この頃、『貞観格式』施行。

  
 

 
 

平八九四八九六寛平六寛平八・遣唐大使菅原道真の献策により遣唐使を廃止。○道伝遺跡木簡「・寛平八年計収官物□去七年料本倉實五百光□□□□□官物計収如件□□」。(一九八四川西町教育委員会道伝遺跡発掘調査報告書所収)
  

 
 

 
九
〇
二
延
喜
二
・
延
喜
の
荘
園
整
理
令
を
発
布
。
勅
旨
田
(皇
室
の
直
営
田
)の
新
設
を
停
止
。
有
力
貴
族
の
山
野
囲
い
込
み
、
荘
園
寄
進
を
禁
止
し
、

    
 

国
司
の
行
政
実
権
を
大
幅
に
拡
大
。

  
 

 
 

九
〇
五
延
喜
五
・
紀
貫
之
ら
勅
名
に
よ
り
『
古
今
和
歌
集
』
を
完
成
。

  
 

 
 

九
三
〇
延
長
八
・
醍
醐
天
皇
没
。
朱
雀
天
皇
即
位
。
忠
平
、
摂
政
と
な
る
。

  
 

 
 

九
四
六
天
慶
九
・
村
上
天
皇
即
位
。
蝦
夷
、
鎮
守
府
将
軍
平
貞
盛
の
部
下
を
殺
す
。
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 ふりがな所収遺跡名

 ふるしだひがし古志田東

ふりがな

所在地

やまがたけんよねざわし

山形県米沢市

りんせんじ

林泉寺三丁目

374-34

374-35

374-65

 コ一ド

市町村

620

遺跡番号

米沢市
遺跡番号
E-659

  北緯東経

  37度140度

  53分6分

  41秒7秒

19990421

～

19990812

19990817

～

19991029

調査面積

2,970

調査原因

住宅造成

所収遺跡名

古志田東

種別

豪族屋敷

 主な時代

平安時代

 主な遺構

 掘立建物跡・土壙・河川跡

 主な遺物

 木簡・木椀・修羅・土師器・須恵器

特記事項

 置賜郡の有力な豪

 族屋敷と考えられ

 る。木簡より大規

 模な農業経営を実

  施。
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